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富
山
文
学
の
会 
十
年
の
軌
跡 
―
―
二
〇
〇
九
年
か
ら
二
〇
一
八
年
ま
で
―
― 
富
山
文
学
の
会 
 
富
山
文
学
の
会
が
、
十
周
年
を
迎
え
た
。
こ
れ
を
機
に
、
こ
の
十
年
の
活
動
を
振
り
返
っ
て
み
た
い
。 

そ
の
前
に
、
参
考
と
し
て
、
こ
の
十
年
を
具
体
的
に
イ
メ
ー
ジ
で
き
る
よ
う
「
読
者
が
選
ぶ
県
内
10
大
ニ
ュ
ー
ス
」（『
北
日
本
新
聞
』
12
月
）
の
１
位
を
挙
げ
て
お
こ
う
。 
 
①
一
年
目
二
〇
〇
九
年
（
平
成
21
年
） 


「
お
く
り
び
と
」
米
ア
カ
デ
ミ
ー
賞
外
国
語
映
画
賞 

②
二
年
目
二
〇
一
〇
年
（
平
成
22
年
） 



ク
マ
出
没
人
身
被
害
相
次
ぐ 

③
三
年
目
二
〇
一
一
年
（
平
成
23
年
） 


「
え
び
す
」
食
中
毒
で
５
人
死
亡 

④
四
年
目
二
〇
一
二
年
（
平
成
24
年
） 



新
湊
大
橋
が
開
通 

⑤
五
年
目
二
〇
一
三
年
（
平
成
25
年
） 



富
山
一
が
夏
の
甲
子
園
８
強 

⑥
六
年
目
二
〇
一
四
年
（
平
成
26
年
） 



富
山
第
一
高
サ
ッ
カ
ー
全
国
制
覇 

⑦
七
年
目
二
〇
一
五
年
（
平
成
27
年
） 



北
陸
新
幹
線
が
開
業 

⑧
八
年
目
二
〇
一
六
年
（
平
成
28
年
） 



田
知
本
・
登
坂
選
手
が
金
メ
ダ
ル 

⑨
九
年
目
二
〇
一
七
年
（
平
成
29
年
） 


「
富
富
富
」
新
富
山
米
の
名
称
決
定 

⑩
十
年
目
二
〇
一
八
年
（
平
成
30
年
） 



奥
田
交
番
襲
撃
２
人
死
亡 
一
夜
明
け
前 
◎
富
山
文
学
の
会
前
史 

富
山
文
学
の
会
が
発
足
し
た
の
は
、二
〇
〇
九
年
の
秋
で
あ
る
。
が
、
も
う
少
し
遡
っ
た
時
点
か
ら
、
い
わ
ば
そ
の
前
史
か
ら
書
き
留
め
て
お
く
こ
と
に
し
よ
う
。
こ
の
時
期
の
こ
と
は
会
員
で
あ
っ
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も
含
め
、
富
山
文
学
研
究
者
の
研
究
発
表
の
場
を
確
保
し
よ
う
と
努
め
て
き
た
。
そ
れ
に
よ
り
富
山
文
学
の
存
在
に
つ
い
て
、
他
地
域
の
研
究
者
に
も
認
識
を
深
め
る
こ
と
が
で
き
た
の
で
は
な
い
か
、
と
思
っ
て
い
る
。 

こ
の
よ
う
に
富
山
文
学
研
究
の
気
運
が
高
ま
る
な
か
、
私
の
富
山
文
学
研
究
の
対
象
は
小
寺
菊
子
に
向
か
う
よ
う
に
な
っ
た
。
小
寺
菊
子
は
「
大
正
の
３
大
閨
秀
作
家
」
と
称
さ
れ
て
い
た
が
、
ほ
と
ん
ど
忘
れ
ら
れ
た
存
在
に
な
っ
て
い
た
。
私
は
さ
ま
ざ
ま
な
出
会
い
に
よ
り
菊
子
を
知
り
、
そ
の
作
品
を
読
み
進
め
、
菊
子
の
文
学
作
品
の
重
要
性
に
気
づ
く
よ
う
に
な
り
、
紹
介
や
研
究
を
進
め
た
。
幸
い
新
聞
や
金
沢
文
学
館
な
ど
で
菊
子
が
取
り
上
げ
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
菊
子
の
３
巻
本
の
作
品
集
を
桂
書
房
で
出
版
し
て
い
た
だ
い
た
の
も
、
う
れ
し
い
こ
と
で
あ
っ
た
。 

私
の
も
う
ひ
と
つ
の
夢
で
あ
っ
た
富
山
の
文
学
館
建
設
も
、「
高
志
の
国
文
学
館
」
の
建
設
に
よ
り
実
現
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
こ
れ
か
ら
各
種
資
料
の
収
集
が
進
み
、
富
山
文
学
研
究
の
拠
点
と
し
て
重
み
を
増
し
て
い
く
こ
と
を
期
待
し
て
い
る
。 

本
誌
「
群
峰
」
も
号
を
重
ね
、
富
山
文
学
研
究
の
深
化
を
感
じ
さ
せ
る
研
究
論
文
や
資
料
紹
介
が
多
く
、
こ
れ
か
ら
の
富
山
文
学
研
究
の
峰
々
の
一
層
の
高
み
を
期
待
す
る
こ
と
大
で
あ
る
。 

森
鷗
外
は
、
青
鞜
社
同
人
で
あ
る
尾
竹
紅
吉
が
新
た
に
発
刊
す
る
「
番さ
紅
花
ふ
ら
ん
」
に
寄
稿
を
求
め
ら
れ
た
際
に
、「
サ
フ
ラ
ン
」
と
い
う
巻
頭
文
を
書
い
た
。
植
物
の
サ
フ
ラ
ン
と
自
ら
の
関
わ
り
を
幼
年
期
か
ら
た
ど
っ
た
内
容
で
あ
る
が
、
結
末
は
次
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。 
 
宇
宙
の
間
で
、
こ
れ
ま
で
サ
フ
ラ
ン
は
サ
フ
ラ
ン
の
生
存
を
し
て
ゐ
た
。
私
は
私
の
生
存
を
し
て
ゐ
た
。
こ
れ
か
ら
も
、
サ
フ
ラ
ン
は
サ
フ
ラ
ン
の
生
存
を
し
て
行
く
で
あ
ら
う
。
私
は
私
の
生
存
を
し
て
行
く
で
あ
ら
う
。 
 
「
番さ
紅
花
ふ
ら
ん
」
な
ら
ぬ
「
群
峰
」
の
一
層
の
成
長
を
祈
り
、
こ
れ
か
ら
も
遠
方
の
地
か
ら
応
援
し
て
い
き
た
い
と
心
か
ら
思
っ
て
い
る
。 
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金
子
幸
代
で
あ
っ
た
。
金
子
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
と
カ
リ
ス
マ
性
に
は
大
き
な
も
の
が
あ
り
、
狭
義
の
研
究
教
育
の
枠
に
収
ま
ら
ず
、
富
山
の
文
学
研
究
を
牽
引
し
、
多
く
の
足
跡
を
残
し
た
。 

富
山
県
内
で
は
『
北
日
本
新
聞
』
の
「
越
中
文
学
館
」
と
い
う
連
載
が
好
評
を
博
し
て
も
い
た
。
こ
の
連
載
は
、
二
〇
〇
七
年
八
月
か
ら
〇
八
年
九
月
ま
で
四
十
七
回
に
わ
た
り
、
朝
刊
の
文
化
欄
に
掲
載
さ
れ
、
最
終
的
に
は
、
北
日
本
新
聞
社
編
集
局
編
著
『
越
中
文
学
館
』（
北
日
本
新
聞
社
、二
〇
〇
八
年
一
〇
月
一
七
日
発
行
）
と
し
て
ま
と
め
ら
れ
た
。
二
〇
〇
八
年
一
〇
月
一
七
日
に
は
、
い
わ
ば
メ
デ
ィ
ア
・
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
「
越
中
文
学
展
」
お
よ
び
「
越
中
文
学
の
魅
力
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」
が
北
日
本
新
聞
社
本
社
で
開
催
さ
れ
、
富
山
市
出
身
の
直
木
賞
作
家
・
源
氏
鷄
太
を
中
心
と
し
た
展
示
な
ど
に
よ
り
、
文
学
館
建
設
の
機
運
が
高
ま
っ
た
。 

こ
の
よ
う
な
流
れ
の
中
、
富
山
県
も
文
学
館
建
設
へ
と
積
極
的
に
動
き
出
し
て
い
る
。
ま
ず
、
生
活
環
境
文
化
部
文
化
振
興
課
が
県
内
の
有
識
者
を
集
め
、
ふ
る
さ
と
文
学
魅
力
推
進
検
討
委
員
会
を
設
置
し
た
。
そ
の
目
的
は
、「
富
山
県
ゆ
か
り
の
文
学
を
広
く
紹
介
し
、
ふ
る
さ
と
の
愛
着
心
を
醸
成
す
る
な
ど
、
富
山
の
文
学
振
興
を
図
る
た
め
の
方
策
を
検
討
す
る
た
め
」
で
あ
る
。
二
〇
〇
八
年
六
月
二
日
、
富
山
大
学
学
長
（
当
時
）
の
西
頭
德
三
を
座
長
と
し
、
そ
の
初
会
合
が
開
か
れ
た
。
こ
の
席
に
は
八
木
光
昭
、
木
下
晶
、
近
藤
周
吾
も
出
席
し
て
い
た
。
会
合
後
、
八
木
と
近
藤
は
初
対
面
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
今
は
閉
店
し
て
し
ま
っ
た
喫
茶
店
「
ロ
ニ
ア
ン
」（
教
育
文
化
会
館
の
裏
）
に
て
富
山
文
学
研
究
の
将
来
に
つ
い
て
熱
く
語
り
合
っ
た
と
い
う
。
二
〇
〇
九
年
二
月
三
日
、
同
委
員
会
は
五
回
の
討
議
を
経
て
「
ふ
る
さ
と
文
学
の
振
興
に
関
す
る
報
告
書
」
を
富
山
県
に
提
出
、
文
学
館
建
設
の
方
向
性
と
そ
の
具
体
像
を
明
ら
か
に
し
た
。 

県
外
に
目
を
向
け
る
と
、
神
奈
川
近
代
文
学
館
で
は
二
〇
〇
八
年
一
〇
月
か
ら
堀
田
善
衞
展
が
行
わ
れ
て
い
た
。
こ
こ
で
も
富
山
に
文
学
館
が
あ
れ
ば
と
い
う
話
に
な
っ
て
い
た
。（
こ
の
堀
田
展
は
結
局
、
二
〇
一
〇
年
に
高
岡
市
美
術
館
に
て
開
催
さ
れ
た
。） 

と
も
あ
れ
、
以
上
の
よ
う
な
背
景
の
中
、
富
山
文
学
の
会
も
ま
た
胎
動
し
つ
つ
あ
っ
た
。 
二
〝
創
業
〟
の
第Ⅰ
期
―
―
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
時
代 
①
二
〇
〇
九
年
富
山
文
学
の
会
誕
生 

二
〇
〇
九
年
九
月
三
〇
日
、
富
山
文
学
の
会
の
第
一
回
の
会
合
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て
も
知
ら
な
い
こ
と
が
多
い
と
思
わ
れ
る
か
ら
で
あ
る
。 

こ
れ
ま
で
の
富
山
県
は
「
文
学
不
毛
の
地
」
と
言
わ
れ
、
文
学
研
究
に
お
い
て
も
「
後
進
県
」
と
目
さ
れ
て
い
た
。
た
し
か
に
事
実
と
し
て
文
学
不
毛
の
地
で
あ
っ
た
と
い
う
面
も
否
め
な
い
だ
ろ
う
が
、
し
か
し
、
そ
れ
以
上
に
文
学
研
究
の
遅
れ
の
方
が
よ
り
深
刻
で
あ
っ
た
。
富
山
県
は
他
県
に
比
べ
て
高
等
教
育
機
関
が
少
な
く
、
ま
た
産
業
県
で
あ
る
こ
と
か
ら
実
業
志
向
が
非
常
に
強
く
、
文
学
研
究
の
プ
ロ
パ
ー
が
極
端
に
少
な
か
っ
た
こ
と
が
そ
の
最
大
の
原
因
で
あ
っ
た
。
も
ち
ろ
ん
、
一
般
の
愛
好
家
や
読
書
家
は
少
な
く
な
く
、
熱
心
に
活
動
し
て
い
た
の
だ
け
れ
ど
も
、
そ
の
こ
と
が
か
え
っ
て
文
学
研
究
を
必
要
と
し
な
か
っ
た
と
い
う
皮
肉
な
結
果
を
も
た
ら
し
た
。
富
山
県
の
多
く
の
人
々
に
と
っ
て
、
文
学
と
は
教
養
で
あ
り
、
趣
味
で
あ
り
、
そ
れ
以
上
の
も
の
で
は
な
か
っ
た
。
な
る
ほ
ど
、
富
山
県
に
文
学
研
究
者
が
ま
っ
た
く
い
な
か
っ
た
と
い
う
わ
け
で
も
な
い
の
だ
が
、
な
か
な
か
定
着
し
な
い
し
、
絶
対
数
も
少
な
か
っ
た
の
で
、
大
き
な
動
き
を
生
む
に
は
至
ら
な
か
っ
た
。
ま
た
、
当
時
の
人
文
科
学
に
は
共
同
研
究
と
い
う
発
想
が
な
か
っ
た
こ
と
も
災
い
し
た
。 

そ
の
よ
う
な
状
況
に
あ
っ
て
、
富
山
文
学
の
会
が
誕
生
す
る
こ
と
に
な
っ
た
背
景
に
は
、
二
つ
の
出
来
事
が
あ
っ
た
。
一
つ
は
日
本
社
会
文
学
会
の
富
山
開
催
、
も
う
一
つ
が
文
学
館
建
設
の
運
動
で
あ
っ
た
。 

二
〇
〇
七
年
一
一
月
一
〇
日
か
ら
一
二
日
の
三
日
間
に
わ
た
り
、
富
山
大
学
で
日
本
社
会
文
学
会
の
秋
季
大
会
が
「
文
学
に
見
る
環
日
本
海
」
の
テ
ー
マ
の
も
と
開
催
さ
れ
た
。
文
学
の
全
国
学
会
が
富
山
県
で
開
か
れ
た
の
は
非
常
に
珍
し
く
、
日
本
社
会
文
学
会
の
大
会
に
限
っ
て
い
え
ば
、
こ
れ
が
初
の
開
催
と
な
っ
た
。 

幸
い
、
こ
の
研
究
会
は
好
評
で
あ
っ
た
。『
社
会
文
学
』
第
29
号
（
二
〇
〇
九
年
二
月
一
七
日
発
行
）
の
特
集
〈
環
「
日
本
海
」
文
学
の
可
能
性
〉
に
結
実
し
た
。
成
田
龍
一
「
環
日
本
海
文
学
」
の
可
能
性
―
―
地
域
文
学
史
を
書
き
換
え
る
試
み
」
を
巻
頭
論
文
と
し
、
金
子
幸
代
「
小
寺
（
尾
島
）
菊
子
と
「
女
子
文
壇
」・「
青
鞜
」」、
今
村
郁
夫
「
小
泉
八
雲
の
ヘ
ル
ン
文
庫
」
を
含
め
た
七
本
の
特
集
論
文
、さ
ら
に
は
紹
介
欄
に
逸
見
久
美「
父
翁
久
允
と
移
民
文
学
」、
エ
ッ
セ
イ
欄
に
黒
﨑
真
美
「
社
会
文
学
者
横
山
源
之
助
と
富
山
」、
丸
山
珪
一
「
孫
蔵
の
肖
像
と
日
本
近
代
―
中
野
重
治
『
村
の
家
』
の
ひ
と
つ
の
問
題
」
な
ど
が
掲
載
さ
れ
た
。 

こ
こ
に
富
山
文
学
の
会
の
萌
芽
が
あ
る
こ
と
は
、
確
か
で
あ
る
。
こ
の
大
会
を
運
営
し
、
こ
の
特
集
号
の
編
集
委
員
長
を
務
め
た
の
が
、
後
に
富
山
文
学
の
会
を
興
し
た
富
山
大
学
人
文
学
部
教
授
の
8
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金
子
幸
代
で
あ
っ
た
。
金
子
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
と
カ
リ
ス
マ
性
に
は
大
き
な
も
の
が
あ
り
、
狭
義
の
研
究
教
育
の
枠
に
収
ま
ら
ず
、
富
山
の
文
学
研
究
を
牽
引
し
、
多
く
の
足
跡
を
残
し
た
。 

富
山
県
内
で
は
『
北
日
本
新
聞
』
の
「
越
中
文
学
館
」
と
い
う
連
載
が
好
評
を
博
し
て
も
い
た
。
こ
の
連
載
は
、
二
〇
〇
七
年
八
月
か
ら
〇
八
年
九
月
ま
で
四
十
七
回
に
わ
た
り
、
朝
刊
の
文
化
欄
に
掲
載
さ
れ
、
最
終
的
に
は
、
北
日
本
新
聞
社
編
集
局
編
著
『
越
中
文
学
館
』（
北
日
本
新
聞
社
、二
〇
〇
八
年
一
〇
月
一
七
日
発
行
）
と
し
て
ま
と
め
ら
れ
た
。
二
〇
〇
八
年
一
〇
月
一
七
日
に
は
、
い
わ
ば
メ
デ
ィ
ア
・
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
「
越
中
文
学
展
」
お
よ
び
「
越
中
文
学
の
魅
力
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」
が
北
日
本
新
聞
社
本
社
で
開
催
さ
れ
、
富
山
市
出
身
の
直
木
賞
作
家
・
源
氏
鷄
太
を
中
心
と
し
た
展
示
な
ど
に
よ
り
、
文
学
館
建
設
の
機
運
が
高
ま
っ
た
。 

こ
の
よ
う
な
流
れ
の
中
、
富
山
県
も
文
学
館
建
設
へ
と
積
極
的
に
動
き
出
し
て
い
る
。
ま
ず
、
生
活
環
境
文
化
部
文
化
振
興
課
が
県
内
の
有
識
者
を
集
め
、
ふ
る
さ
と
文
学
魅
力
推
進
検
討
委
員
会
を
設
置
し
た
。
そ
の
目
的
は
、「
富
山
県
ゆ
か
り
の
文
学
を
広
く
紹
介
し
、
ふ
る
さ
と
の
愛
着
心
を
醸
成
す
る
な
ど
、
富
山
の
文
学
振
興
を
図
る
た
め
の
方
策
を
検
討
す
る
た
め
」
で
あ
る
。
二
〇
〇
八
年
六
月
二
日
、
富
山
大
学
学
長
（
当
時
）
の
西
頭
德
三
を
座
長
と
し
、
そ
の
初
会
合
が
開
か
れ
た
。
こ
の
席
に
は
八
木
光
昭
、
木
下
晶
、
近
藤
周
吾
も
出
席
し
て
い
た
。
会
合
後
、
八
木
と
近
藤
は
初
対
面
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
今
は
閉
店
し
て
し
ま
っ
た
喫
茶
店
「
ロ
ニ
ア
ン
」（
教
育
文
化
会
館
の
裏
）
に
て
富
山
文
学
研
究
の
将
来
に
つ
い
て
熱
く
語
り
合
っ
た
と
い
う
。
二
〇
〇
九
年
二
月
三
日
、
同
委
員
会
は
五
回
の
討
議
を
経
て
「
ふ
る
さ
と
文
学
の
振
興
に
関
す
る
報
告
書
」
を
富
山
県
に
提
出
、
文
学
館
建
設
の
方
向
性
と
そ
の
具
体
像
を
明
ら
か
に
し
た
。 

県
外
に
目
を
向
け
る
と
、
神
奈
川
近
代
文
学
館
で
は
二
〇
〇
八
年
一
〇
月
か
ら
堀
田
善
衞
展
が
行
わ
れ
て
い
た
。
こ
こ
で
も
富
山
に
文
学
館
が
あ
れ
ば
と
い
う
話
に
な
っ
て
い
た
。（
こ
の
堀
田
展
は
結
局
、
二
〇
一
〇
年
に
高
岡
市
美
術
館
に
て
開
催
さ
れ
た
。） 

と
も
あ
れ
、
以
上
の
よ
う
な
背
景
の
中
、
富
山
文
学
の
会
も
ま
た
胎
動
し
つ
つ
あ
っ
た
。 
二
〝
創
業
〟
の
第Ⅰ
期
―
―
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
時
代 
①
二
〇
〇
九
年
富
山
文
学
の
会
誕
生 

二
〇
〇
九
年
九
月
三
〇
日
、
富
山
文
学
の
会
の
第
一
回
の
会
合
- 6 - 
て
も
知
ら
な
い
こ
と
が
多
い
と
思
わ
れ
る
か
ら
で
あ
る
。 

こ
れ
ま
で
の
富
山
県
は
「
文
学
不
毛
の
地
」
と
言
わ
れ
、
文
学
研
究
に
お
い
て
も
「
後
進
県
」
と
目
さ
れ
て
い
た
。
た
し
か
に
事
実
と
し
て
文
学
不
毛
の
地
で
あ
っ
た
と
い
う
面
も
否
め
な
い
だ
ろ
う
が
、
し
か
し
、
そ
れ
以
上
に
文
学
研
究
の
遅
れ
の
方
が
よ
り
深
刻
で
あ
っ
た
。
富
山
県
は
他
県
に
比
べ
て
高
等
教
育
機
関
が
少
な
く
、
ま
た
産
業
県
で
あ
る
こ
と
か
ら
実
業
志
向
が
非
常
に
強
く
、
文
学
研
究
の
プ
ロ
パ
ー
が
極
端
に
少
な
か
っ
た
こ
と
が
そ
の
最
大
の
原
因
で
あ
っ
た
。
も
ち
ろ
ん
、
一
般
の
愛
好
家
や
読
書
家
は
少
な
く
な
く
、
熱
心
に
活
動
し
て
い
た
の
だ
け
れ
ど
も
、
そ
の
こ
と
が
か
え
っ
て
文
学
研
究
を
必
要
と
し
な
か
っ
た
と
い
う
皮
肉
な
結
果
を
も
た
ら
し
た
。
富
山
県
の
多
く
の
人
々
に
と
っ
て
、
文
学
と
は
教
養
で
あ
り
、
趣
味
で
あ
り
、
そ
れ
以
上
の
も
の
で
は
な
か
っ
た
。
な
る
ほ
ど
、
富
山
県
に
文
学
研
究
者
が
ま
っ
た
く
い
な
か
っ
た
と
い
う
わ
け
で
も
な
い
の
だ
が
、
な
か
な
か
定
着
し
な
い
し
、
絶
対
数
も
少
な
か
っ
た
の
で
、
大
き
な
動
き
を
生
む
に
は
至
ら
な
か
っ
た
。
ま
た
、
当
時
の
人
文
科
学
に
は
共
同
研
究
と
い
う
発
想
が
な
か
っ
た
こ
と
も
災
い
し
た
。 

そ
の
よ
う
な
状
況
に
あ
っ
て
、
富
山
文
学
の
会
が
誕
生
す
る
こ
と
に
な
っ
た
背
景
に
は
、
二
つ
の
出
来
事
が
あ
っ
た
。
一
つ
は
日
本
社
会
文
学
会
の
富
山
開
催
、
も
う
一
つ
が
文
学
館
建
設
の
運
動
で
あ
っ
た
。 

二
〇
〇
七
年
一
一
月
一
〇
日
か
ら
一
二
日
の
三
日
間
に
わ
た
り
、
富
山
大
学
で
日
本
社
会
文
学
会
の
秋
季
大
会
が
「
文
学
に
見
る
環
日
本
海
」
の
テ
ー
マ
の
も
と
開
催
さ
れ
た
。
文
学
の
全
国
学
会
が
富
山
県
で
開
か
れ
た
の
は
非
常
に
珍
し
く
、
日
本
社
会
文
学
会
の
大
会
に
限
っ
て
い
え
ば
、
こ
れ
が
初
の
開
催
と
な
っ
た
。 

幸
い
、
こ
の
研
究
会
は
好
評
で
あ
っ
た
。『
社
会
文
学
』
第
29
号
（
二
〇
〇
九
年
二
月
一
七
日
発
行
）
の
特
集
〈
環
「
日
本
海
」
文
学
の
可
能
性
〉
に
結
実
し
た
。
成
田
龍
一
「
環
日
本
海
文
学
」
の
可
能
性
―
―
地
域
文
学
史
を
書
き
換
え
る
試
み
」
を
巻
頭
論
文
と
し
、
金
子
幸
代
「
小
寺
（
尾
島
）
菊
子
と
「
女
子
文
壇
」・「
青
鞜
」」、
今
村
郁
夫
「
小
泉
八
雲
の
ヘ
ル
ン
文
庫
」
を
含
め
た
七
本
の
特
集
論
文
、さ
ら
に
は
紹
介
欄
に
逸
見
久
美「
父
翁
久
允
と
移
民
文
学
」、
エ
ッ
セ
イ
欄
に
黒
﨑
真
美
「
社
会
文
学
者
横
山
源
之
助
と
富
山
」、
丸
山
珪
一
「
孫
蔵
の
肖
像
と
日
本
近
代
―
中
野
重
治
『
村
の
家
』
の
ひ
と
つ
の
問
題
」
な
ど
が
掲
載
さ
れ
た
。 

こ
こ
に
富
山
文
学
の
会
の
萌
芽
が
あ
る
こ
と
は
、
確
か
で
あ
る
。
こ
の
大
会
を
運
営
し
、
こ
の
特
集
号
の
編
集
委
員
長
を
務
め
た
の
が
、
後
に
富
山
文
学
の
会
を
興
し
た
富
山
大
学
人
文
学
部
教
授
の
Ⅰ
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ス
）
が
折
し
も
高
度
化
再
編
し
、
全
国
で
四
つ
の
ス
ー
パ
ー
高
専
と
し
て
始
動
し
た
そ
の
タ
イ
ミ
ン
グ
と
も
軌
を
一
に
し
て
い
た
。
歴
史
に
「
も
し
」
は
な
い
が
、
も
し
九
月
末
日
に
高
熊
と
近
藤
も
集
っ
て
い
た
ら
、
彼
ら
は
ま
だ
同
僚
で
は
な
か
っ
た
。 

こ
の
年
の
特
筆
す
べ
き
出
来
事
と
し
て
は
、
金
沢
の
徳
田
秋
聲
記
念
館
が
一
〇
月
一
日
か
ら
一
二
月
一
三
日
ま
で
の
間
に
「
生
誕
130
年
記
念
小
寺
菊
子
展
―
―
秋
聲
と
北
陸
の
作
家
た
ちⅡ
」
を
開
催
し
た
こ
と
だ
ろ
う
。
こ
れ
も
金
子
の
尽
力
が
大
き
か
っ
た
。 
②
二
〇
一
〇
年
第
一
回
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
（
富
山
大
学
） 

第
四
回
は
二
〇
一
〇
年
二
月
一
七
日
に
、
金
子
幸
代
が
「
小
寺
菊
子
の
児
童
文
学
」
と
い
う
題
で
公
開
研
究
発
表
を
行
っ
た
。
こ
の
と
き
、
第
一
回
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
打
ち
合
わ
せ
も
行
わ
れ
た
。 

最
初
の
年
の
メ
ン
バ
ー
は
、
日
本
社
会
文
学
会
へ
の
参
加
者
を
コ
ア
と
し
つ
つ
、
金
子
の
伝
手
と
、
富
山
在
住
の
日
本
近
代
文
学
会
会
員
に
片
っ
端
か
ら
声
を
か
け
る
と
い
う
方
法
に
よ
り
集
め
ら
れ
た
。
し
か
し
、
こ
の
方
法
で
は
当
然
、
限
界
が
あ
っ
た
。
と
こ
ろ
が
、
幸
い
な
こ
と
に
、
申
請
し
て
い
た
「
ふ
る
さ
と
文
学
魅
力
紹
介
活
動
支
援
事
業
補
助
金
」
を
受
給
で
き
る
こ
と
と
な
り
、
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
開
催
で
き
る
こ
と
に
な
っ
た
の
だ
。
多
く
の
方
に
、
私
た
ち
の
活
動
を
知
っ
て
い
た
だ
く
好
機
と
な
っ
た
。 

二
〇
一
〇
年
三
月
一
三
日
、
第
一
回
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
が
行
わ
れ
た
。
場
所
は
、
日
本
社
会
文
学
会
が
開
か
れ
た
の
と
同
じ
富
山
大
学
人
文
学
部
二
階
の
４
番
教
室
。
第
一
部
が
朗
読
、
第
二
部
が
研
究
発
表
。
朗
読
サ
ー
ク
ル
「
言
の
葉
」
に
よ
る
三
島
霜
川
「
水
郷
」
の
朗
読
を
入
れ
た
こ
と
が
奏
功
し
、
用
意
し
た
資
料
が
足
ら
な
く
な
る
ほ
ど
の
盛
況
だ
っ
た
。「
少
年
少
女
の
眼
か
ら
見
た
ふ
る
さ
と
富
山
の
文
学
と
風
景
」
と
い
う
総
題
の
も
と
行
わ
れ
た
研
究
発
表
も
、
そ
れ
ぞ
れ
に
力
が
入
っ
て
い
た
。
萩
野
恭
一
「
瀧
口
修
造
の
描
く
ふ
る
さ
と
」、
黒
﨑
真
美
「
横
山
源
之
助
の
描
い
た
子
供
―『
貧
し
き
小
学
生
徒
』」、金
子
幸
代「
小
寺
菊
子
の
児
童
文
学
」、
丸
山
珪
一
「
堀
田
善
衞
と
「
ふ
る
さ
と
」
問
題
」、
近
藤
周
吾
「
文
学
に
と
っ
て
〈
ふ
る
さ
と
〉
と
は
何
か
」
の
五
本
は
、
そ
れ
ぞ
れ
異
な
る
作
家
や
テ
ク
ス
ト
を
取
り
上
げ
な
が
ら
も
、
少
年
少
女
と
い
う
視
座
か
ら
富
山
の
文
学
を
捉
え
て
お
り
、
清
新
で
あ
っ
た
。 

こ
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
配
布
さ
れ
た
全
94
ペ
ー
ジ
の
『
富
山
文
学
の
会
ふ
る
さ
と
文
学
を
語
る
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
報
告
書
』
は
、
表
紙
に
当
時
の
ポ
ス
タ
ー
を
印
刷
し
た
予
稿
集
で
あ
っ
た
が
、
た
ち
ま
ち
の
う
ち
に
品
切
れ
と
な
り
、
現
在
は
ほ
と
ん
ど
残
さ
れ
て
お
- 8 - 
が
開
か
れ
た
。
場
所
は
、
西
町
に
あ
る
オ
レ
ン
ジ
シ
ャ
リ
マ
テ
ィ
総
曲
輪
店
。
参
加
者
は
、
金
子
幸
代
・
丸
山
珪
一
・
萩
野
恭
一
・
黒
﨑
真
美
の
四
名
。
当
時
、
金
子
は
富
山
大
学
教
授
（
現
・
名
誉
教
授
）、
丸
山
は
金
沢
大
学
名
誉
教
授
、
萩
野
は
射
水
市
中
央
図
書
館
の
前
館
長
、
黒
﨑
は
富
山
国
際
高
校
の
講
師
（
現
在
は
富
山
大
学
、
富
山
高
専
の
非
常
勤
講
師
も
兼
務
）。
テ
ー
マ
は
「
ふ
る
さ
と
文
学
の
発
掘
と
普
及
に
向
け
て
」。
金
子
・
丸
山
・
黒
﨑
は
日
本
社
会
文
学
会
の
メ
ン
バ
ー
で
あ
っ
た
が
、「
ふ
る
さ
と
文
学
」
と
あ
る
の
は
萩
野
の
助
言
が
あ
っ
た
。富
山
県
は
当
時
、「
ふ
る
さ
と
文
学
」
と
い
う
言
葉
を
多
用
し
て
い
た
。
初
期
の
富
山
文
学
の
会
が
し
ば
し
ば
「
ふ
る
さ
と
文
学
」
と
い
う
語
を
掲
げ
る
の
は
、
文
学
館
建
設
運
動
を
意
識
し
て
い
た
か
ら
に
ほ
か
な
ら
な
い
。 

こ
れ
以
降
は
、
富
山
大
学
人
文
学
部
で
実
施
さ
れ
た
。
第
二
回
は
、
同
年
一
〇
月
二
一
日
に
開
催
。
や
は
り
「
ふ
る
さ
と
文
学
に
つ
い
て
」
と
題
し
て
、
各
自
が
ど
の
よ
う
な
テ
ー
マ
を
持
っ
て
い
る
か
の
発
表
が
行
わ
れ
た
。
発
表
と
い
っ
て
も
、
ブ
レ
イ
ン
ス
ト
ー
ミ
ン
グ
の
よ
う
な
も
の
だ
っ
た
の
だ
が
。
参
加
者
は
先
の
四
名
に
加
え
、
勝
山
敏
一
・
高
熊
哲
也
・
近
藤
周
吾
・
今
村
郁
夫
が
加
わ
っ
た
。
勝
山
は
桂
書
房
の
代
表
。
高
熊
は
当
時
、
富
山
高
専
の
准
教
授
で
、
近
藤
が
講
師
だ
っ
た
。
今
村
は
富
山
大
学
大
学
院
生
だ
っ
た
。 

こ
の
回
で
は
、
富
山
県
の
「
ふ
る
さ
と
文
学
魅
力
紹
介
活
動
支
援
事
業
補
助
金
」
を
申
請
す
る
相
談
が
な
さ
れ
た
。
そ
の
際
、
会
の
規
約
づ
く
り
の
必
要
か
ら
、
金
子
が
代
表
、
丸
山
が
副
代
表
、
黒
﨑
が
事
務
局
長
と
い
う
こ
と
が
決
定
さ
れ
た
。
規
約
に
は
「
本
規
約
は
２
０
０
９
年
10
月
15
日
よ
り
施
行
す
る
。」
と
あ
る
。
規
約
の
施
行
日
と
、
会
の
開
催
日
の
間
に
ズ
レ
が
生
じ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
申
請
の
兼
ね
合
い
に
よ
る
も
の
だ
っ
た
。 

第
三
回
は
同
年
の
一
二
月
一
七
日
、
萩
野
恭
一
が
「
ふ
る
さ
と
文
学
の
現
在
」
と
い
う
題
で
公
開
研
究
発
表
を
行
っ
て
い
る
。
こ
こ
で
瀧
澤
弘
が
合
流
し
た
。
瀧
澤
は
富
山
大
学
名
誉
教
授
。
日
本
社
会
文
学
会
に
も
参
加
し
て
い
た
。 

以
上
を
総
合
す
る
と
、
富
山
文
学
の
会
の
創
立
が
二
〇
〇
九
年
秋
で
あ
る
こ
と
は
確
実
だ
と
し
て
も
、
日
付
を
特
定
す
る
の
は
難
し
い
。
九
月
三
〇
日
説
、
一
〇
月
一
五
日
説
、
一
〇
月
二
一
日
説
の
三
種
が
立
つ
か
ら
だ
。 

ち
な
み
に
、
同
じ
二
〇
〇
九
年
の
一
〇
月
に
は
富
山
高
等
専
門
学
校
が
開
校
し
た
。
富
山
文
学
の
会
の
出
発
は
、
高
熊
の
所
属
す
る
富
山
工
業
高
専
（
現
・
富
山
高
専
本
郷
キ
ャ
ン
パ
ス
）
と
、
近
藤
の
所
属
す
る
富
山
商
船
高
専
（
現
・
富
山
高
専
射
水
キ
ャ
ン
パ
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）
が
折
し
も
高
度
化
再
編
し
、
全
国
で
四
つ
の
ス
ー
パ
ー
高
専
と
し
て
始
動
し
た
そ
の
タ
イ
ミ
ン
グ
と
も
軌
を
一
に
し
て
い
た
。
歴
史
に
「
も
し
」
は
な
い
が
、
も
し
九
月
末
日
に
高
熊
と
近
藤
も
集
っ
て
い
た
ら
、
彼
ら
は
ま
だ
同
僚
で
は
な
か
っ
た
。 

こ
の
年
の
特
筆
す
べ
き
出
来
事
と
し
て
は
、
金
沢
の
徳
田
秋
聲
記
念
館
が
一
〇
月
一
日
か
ら
一
二
月
一
三
日
ま
で
の
間
に
「
生
誕
130
年
記
念
小
寺
菊
子
展
―
―
秋
聲
と
北
陸
の
作
家
た
ちⅡ
」
を
開
催
し
た
こ
と
だ
ろ
う
。
こ
れ
も
金
子
の
尽
力
が
大
き
か
っ
た
。 
②
二
〇
一
〇
年
第
一
回
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
（
富
山
大
学
） 

第
四
回
は
二
〇
一
〇
年
二
月
一
七
日
に
、
金
子
幸
代
が
「
小
寺
菊
子
の
児
童
文
学
」
と
い
う
題
で
公
開
研
究
発
表
を
行
っ
た
。
こ
の
と
き
、
第
一
回
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
打
ち
合
わ
せ
も
行
わ
れ
た
。 

最
初
の
年
の
メ
ン
バ
ー
は
、
日
本
社
会
文
学
会
へ
の
参
加
者
を
コ
ア
と
し
つ
つ
、
金
子
の
伝
手
と
、
富
山
在
住
の
日
本
近
代
文
学
会
会
員
に
片
っ
端
か
ら
声
を
か
け
る
と
い
う
方
法
に
よ
り
集
め
ら
れ
た
。
し
か
し
、
こ
の
方
法
で
は
当
然
、
限
界
が
あ
っ
た
。
と
こ
ろ
が
、
幸
い
な
こ
と
に
、
申
請
し
て
い
た
「
ふ
る
さ
と
文
学
魅
力
紹
介
活
動
支
援
事
業
補
助
金
」
を
受
給
で
き
る
こ
と
と
な
り
、
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
開
催
で
き
る
こ
と
に
な
っ
た
の
だ
。
多
く
の
方
に
、
私
た
ち
の
活
動
を
知
っ
て
い
た
だ
く
好
機
と
な
っ
た
。 

二
〇
一
〇
年
三
月
一
三
日
、
第
一
回
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
が
行
わ
れ
た
。
場
所
は
、
日
本
社
会
文
学
会
が
開
か
れ
た
の
と
同
じ
富
山
大
学
人
文
学
部
二
階
の
４
番
教
室
。
第
一
部
が
朗
読
、
第
二
部
が
研
究
発
表
。
朗
読
サ
ー
ク
ル
「
言
の
葉
」
に
よ
る
三
島
霜
川
「
水
郷
」
の
朗
読
を
入
れ
た
こ
と
が
奏
功
し
、
用
意
し
た
資
料
が
足
ら
な
く
な
る
ほ
ど
の
盛
況
だ
っ
た
。「
少
年
少
女
の
眼
か
ら
見
た
ふ
る
さ
と
富
山
の
文
学
と
風
景
」
と
い
う
総
題
の
も
と
行
わ
れ
た
研
究
発
表
も
、
そ
れ
ぞ
れ
に
力
が
入
っ
て
い
た
。
萩
野
恭
一
「
瀧
口
修
造
の
描
く
ふ
る
さ
と
」、
黒
﨑
真
美
「
横
山
源
之
助
の
描
い
た
子
供
―『
貧
し
き
小
学
生
徒
』」、金
子
幸
代「
小
寺
菊
子
の
児
童
文
学
」、
丸
山
珪
一
「
堀
田
善
衞
と
「
ふ
る
さ
と
」
問
題
」、
近
藤
周
吾
「
文
学
に
と
っ
て
〈
ふ
る
さ
と
〉
と
は
何
か
」
の
五
本
は
、
そ
れ
ぞ
れ
異
な
る
作
家
や
テ
ク
ス
ト
を
取
り
上
げ
な
が
ら
も
、
少
年
少
女
と
い
う
視
座
か
ら
富
山
の
文
学
を
捉
え
て
お
り
、
清
新
で
あ
っ
た
。 

こ
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
配
布
さ
れ
た
全
94
ペ
ー
ジ
の
『
富
山
文
学
の
会
ふ
る
さ
と
文
学
を
語
る
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
報
告
書
』
は
、
表
紙
に
当
時
の
ポ
ス
タ
ー
を
印
刷
し
た
予
稿
集
で
あ
っ
た
が
、
た
ち
ま
ち
の
う
ち
に
品
切
れ
と
な
り
、
現
在
は
ほ
と
ん
ど
残
さ
れ
て
お
- 8 - 
が
開
か
れ
た
。
場
所
は
、
西
町
に
あ
る
オ
レ
ン
ジ
シ
ャ
リ
マ
テ
ィ
総
曲
輪
店
。
参
加
者
は
、
金
子
幸
代
・
丸
山
珪
一
・
萩
野
恭
一
・
黒
﨑
真
美
の
四
名
。
当
時
、
金
子
は
富
山
大
学
教
授
（
現
・
名
誉
教
授
）、
丸
山
は
金
沢
大
学
名
誉
教
授
、
萩
野
は
射
水
市
中
央
図
書
館
の
前
館
長
、
黒
﨑
は
富
山
国
際
高
校
の
講
師
（
現
在
は
富
山
大
学
、
富
山
高
専
の
非
常
勤
講
師
も
兼
務
）。
テ
ー
マ
は
「
ふ
る
さ
と
文
学
の
発
掘
と
普
及
に
向
け
て
」。
金
子
・
丸
山
・
黒
﨑
は
日
本
社
会
文
学
会
の
メ
ン
バ
ー
で
あ
っ
た
が
、「
ふ
る
さ
と
文
学
」
と
あ
る
の
は
萩
野
の
助
言
が
あ
っ
た
。富
山
県
は
当
時
、「
ふ
る
さ
と
文
学
」
と
い
う
言
葉
を
多
用
し
て
い
た
。
初
期
の
富
山
文
学
の
会
が
し
ば
し
ば
「
ふ
る
さ
と
文
学
」
と
い
う
語
を
掲
げ
る
の
は
、
文
学
館
建
設
運
動
を
意
識
し
て
い
た
か
ら
に
ほ
か
な
ら
な
い
。 

こ
れ
以
降
は
、
富
山
大
学
人
文
学
部
で
実
施
さ
れ
た
。
第
二
回
は
、
同
年
一
〇
月
二
一
日
に
開
催
。
や
は
り
「
ふ
る
さ
と
文
学
に
つ
い
て
」
と
題
し
て
、
各
自
が
ど
の
よ
う
な
テ
ー
マ
を
持
っ
て
い
る
か
の
発
表
が
行
わ
れ
た
。
発
表
と
い
っ
て
も
、
ブ
レ
イ
ン
ス
ト
ー
ミ
ン
グ
の
よ
う
な
も
の
だ
っ
た
の
だ
が
。
参
加
者
は
先
の
四
名
に
加
え
、
勝
山
敏
一
・
高
熊
哲
也
・
近
藤
周
吾
・
今
村
郁
夫
が
加
わ
っ
た
。
勝
山
は
桂
書
房
の
代
表
。
高
熊
は
当
時
、
富
山
高
専
の
准
教
授
で
、
近
藤
が
講
師
だ
っ
た
。
今
村
は
富
山
大
学
大
学
院
生
だ
っ
た
。 

こ
の
回
で
は
、
富
山
県
の
「
ふ
る
さ
と
文
学
魅
力
紹
介
活
動
支
援
事
業
補
助
金
」
を
申
請
す
る
相
談
が
な
さ
れ
た
。
そ
の
際
、
会
の
規
約
づ
く
り
の
必
要
か
ら
、
金
子
が
代
表
、
丸
山
が
副
代
表
、
黒
﨑
が
事
務
局
長
と
い
う
こ
と
が
決
定
さ
れ
た
。
規
約
に
は
「
本
規
約
は
２
０
０
９
年
10
月
15
日
よ
り
施
行
す
る
。」
と
あ
る
。
規
約
の
施
行
日
と
、
会
の
開
催
日
の
間
に
ズ
レ
が
生
じ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
申
請
の
兼
ね
合
い
に
よ
る
も
の
だ
っ
た
。 

第
三
回
は
同
年
の
一
二
月
一
七
日
、
萩
野
恭
一
が
「
ふ
る
さ
と
文
学
の
現
在
」
と
い
う
題
で
公
開
研
究
発
表
を
行
っ
て
い
る
。
こ
こ
で
瀧
澤
弘
が
合
流
し
た
。
瀧
澤
は
富
山
大
学
名
誉
教
授
。
日
本
社
会
文
学
会
に
も
参
加
し
て
い
た
。 

以
上
を
総
合
す
る
と
、
富
山
文
学
の
会
の
創
立
が
二
〇
〇
九
年
秋
で
あ
る
こ
と
は
確
実
だ
と
し
て
も
、
日
付
を
特
定
す
る
の
は
難
し
い
。
九
月
三
〇
日
説
、
一
〇
月
一
五
日
説
、
一
〇
月
二
一
日
説
の
三
種
が
立
つ
か
ら
だ
。 

ち
な
み
に
、
同
じ
二
〇
〇
九
年
の
一
〇
月
に
は
富
山
高
等
専
門
学
校
が
開
校
し
た
。
富
山
文
学
の
会
の
出
発
は
、
高
熊
の
所
属
す
る
富
山
工
業
高
専
（
現
・
富
山
高
専
本
郷
キ
ャ
ン
パ
ス
）
と
、
近
藤
の
所
属
す
る
富
山
商
船
高
専
（
現
・
富
山
高
専
射
水
キ
ャ
ン
パ
Ⅱ
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③
二
〇
一
一
年
第
二
回
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
（
富
山
大
学
） 

二
〇
一
一
年
は
、
会
の
運
営
も
軌
道
に
乗
り
始
め
た
。 

二
月
一
六
日
に
萩
野
恭
一
「
新
発
見
資
料
瀧
口
修
造
の
短
歌
七
首
」
を
行
い
、
翌
月
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
打
ち
合
わ
せ
を
行
う
。 

三
月
一
九
日
に
は
富
山
大
学
人
文
学
部
４
番
教
室
に
て
、
第
二
回
ふ
る
さ
と
文
学
を
語
る
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
現
代
か
ら
見
た
富
山
の
作
家
と
作
品
」
が
開
催
さ
れ
た
。
こ
の
年
は
三
部
制
で
、
第
一
部
が
金
子
幸
代
の
基
調
講
演
「
小
寺
菊
子
の
少
女
小
説
」、
第
二
部
に
近
藤
周
吾
「
川
口
清
と
源
氏
鶏
太
」、
丸
山
珪
一
「
幻
想
文
学
と
し
て
の
「
鶴
の
い
た
庭
」」、
高
熊
哲
也
「
幸
田
文
「
木
」「
崩
れ
」
を
め
ぐ
っ
て
」
と
い
う
三
本
の
発
表
が
続
き
、
第
三
部
が
昨
年
同
様
、
朗
読
サ
ー
ク
ル
「
言
の
葉
」
に
よ
る
幸
田
文
「
崩
れ
」
の
朗
読
で
あ
っ
た
。
さ
ら
に
は
、
紙
芝
居
「
瀧
口
修
造
の
少
年
時
代
」
（
絵
野
島
一
子
作
野
島
清
治
）
の
展
示
も
行
わ
れ
た
。 

こ
の
年
に
は
他
に
も
、
四
月
に
近
藤
周
吾
に
よ
る
公
開
読
書
会
「『
痴
人
の
愛
』」
が
「
和
が
家
」
で
行
わ
れ
た
。
六
月
に
金
子
幸
代
に
よ
る
研
究
発
表
「『
鷗
外
と
近
代
劇
』」
が
あ
っ
た
。
八
月
に
丸
山
珪
一
に
よ
る
公
開
研
究
発
表
「
人
間
生
活
と
時
間
」
が
M
AG
.N
ET
富
山
ま
ち
な
か
研
究
室
で
行
わ
れ
た
。
一
〇
月
に
高
熊
哲
也
に
よ
る
研
究
発
表
「
幸
田
文
と
国
語
教
科
書
」
が
あ
り
、
一
二
月
に
黒
﨑
真
美
に
よ
る
読
書
会「
室
生
犀
星「
古
城
下
町
へ
」
が
八
百
松
亭
で
行
わ
れ
た
。（
場
所
を
特
記
し
な
い
も
の
は
、
す
べ
て
富
山
大
学
人
文
学
部
。） 

こ
の
年
の
特
筆
す
べ
き
出
来
事
と
し
て
は
、
歌
人
・
作
家
の
辺
見
じ
ゅ
ん
の
死
去
で
あ
っ
た
。
高
志
の
国
文
学
館
の
館
長
に
内
定
し
て
い
た
だ
け
に
シ
ョ
ッ
ク
で
あ
っ
た
。 

こ
の
年
に
刊
行
さ
れ
た
会
員
の
著
作
と
し
て
は
、金
子
幸
代『
鷗
外
と
近
代
劇
』（
大
東
出
版
社
、
二
〇
一
一
・
四
）
が
あ
る
。 
④
二
〇
一
二
年
第
三
回
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
（
富
山
大
学
） 

二
〇
一
二
年
は
、
前
年
六
月
に
金
子
に
誘
わ
れ
加
入
し
た
新
メ
ン
バ
ー
中
山
悦
子
に
よ
る
研
究
発
表
「
富
山
県
出
身
の
偉
人
、
独
学
の
国
語
学
・
国
文
学
者
―
山
田
孝
雄
に
つ
い
て
」
が
二
月
に
行
わ
れ
、
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
打
ち
合
わ
せ
も
こ
の
と
き
に
行
っ
た
。 

第
三
回
ふ
る
さ
と
文
学
を
語
る
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
は
、
二
月
二
六
日
に
富
山
大
学
人
文
学
部
４
番
教
室
で
開
催
さ
れ
た
。
前
年
同
様
の
三
部
制
で
、
第
一
部
が
丸
山
珪
一
に
よ
る
講
演
「
堀
田
文
学
の
北
陸
モ
テ
ィ
ー
フ
」。
第
二
部
が
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「『
場
』
と
し
て
- 10 - 
ら
ず
、
関
係
者
で
も
入
手
が
困
難
な
稀
少
な
冊
子
と
な
っ
た
。
な
お
こ
の
冊
子
に
は
、
表
紙
や
目
次
に
は
名
が
あ
る
も
の
の
、
萩
野
の
論
文
が
収
め
ら
れ
て
い
な
い
。
手
違
い
が
あ
っ
た
と
の
こ
と
。
ま
た
、
表
紙
に
は
名
前
が
出
て
こ
な
い
が
、
公
開
読
書
会
の
予
稿
と
し
て
、
高
熊
哲
也
「
蜃
気
楼
の
町
魚
津
を
背
景
と
す
る
「
押
し
絵
と
旅
す
る
男
」」
も
掲
載
さ
れ
て
い
た
。 

あ
る
種
、
伝
説
的
な
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
あ
っ
た
と
言
え
る
か
も
し
れ
な
い
。
日
本
社
会
文
学
会
大
会
と
違
っ
て
、
県
外
の
人
材
に
頼
ら
ず
、
曲
が
り
な
り
に
も
富
山
在
住
の
研
究
者
だ
け
で
こ
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
成
し
遂
げ
た
か
ら
で
あ
る
。
私
た
ち
は
、
こ
れ
に
よ
っ
て
、
自
信
を
得
た
。
こ
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
が
な
か
っ
た
な
ら
ば
、
富
山
文
学
の
会
は
十
年
も
の
長
き
に
わ
た
っ
て
、
活
動
を
続
け
て
く
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
だ
ろ
う
。
そ
の
意
味
で
は
、
こ
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
が
富
山
文
学
の
会
の
原
点
と
言
え
る
か
も
し
れ
な
い
。
三
島
霜
川
、
瀧
口
修
造
、
横
山
源
之
助
、
小
寺
菊
子
、
堀
田
善
衞
に
加
え
て
、
角
川
源
義
、
田
中
冬
二
、
森
山
啓
と
い
っ
た
、
さ
ま
ざ
ま
な
文
学
者
た
ち
が
次
々
と
紹
介
さ
れ
て
い
く
。
実
際
、
こ
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
は
、
こ
の
会
の
今
後
の
研
究
内
容
の
縮
図
と
な
っ
て
い
た
。「
ふ
る
さ
と
文
学
魅
力
紹
介
活
動
支
援
事
業
」
に
改
め
て
謝
意
を
表
す
る
と
と
も
に
、
朗
読
サ
ー
ク
ル
「
言
の
葉
」
の
皆
さ
ん
に
も
感
謝
し
た
い
。 

こ
の
年
に
は
ほ
か
に
も
、
四
月
に
丸
山
珪
一
に
よ
る
公
開
読
書
会
「
堀
田
善
衞
「
鶴
の
い
た
庭
」」、
六
月
に
黒
﨑
真
美
に
よ
る
研
究
発
表
「
１
９
１
０
年
の
横
山
源
之
助
」、
八
月
に
高
熊
哲
也
に
よ
る
公
開
読
書
会
「
江
戸
川
乱
歩
「
押
絵
と
旅
す
る
男
」、
一
二
月
に
勝
山
敏
一
に
よ
る
研
究
発
表
「『
女
一
揆
の
誕
生
』」
が
行
わ
れ
る
な
ど
、
充
実
し
て
い
た
。
公
開
読
書
会
は
、
中
央
通
り
に
あ
っ
た
「
和
が
家
」
で
行
わ
れ
た
。
金
子
や
高
熊
に
は
、
ま
ち
な
か
の
賑
わ
い
を
創
造
し
よ
う
と
す
る
志
向
が
あ
っ
た
。 

一
〇
月
に
は
、
金
子
の
は
か
ら
い
で
、
富
山
大
学
で
行
わ
れ
た
国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
文
学
に
お
け
る
国
際
交
流
―
異
文
化
理
解
の
検
証
と
普
及
」
で
の
デ
ン
マ
ー
ク
コ
ペ
ン
ハ
ー
ゲ
ン
大
学
（
当
時
）
の
長
島
要
一
の
講
演
等
を
聴
講
す
る
こ
と
も
で
き
た
。 

こ
の
年
に
刊
行
さ
れ
た
会
員
の
著
作
と
し
て
は
、
金
子
幸
代
監
修
・
解
説
『
小
寺
（
尾
島
）
菊
子
選
集
』（
全
六
巻
、
富
山
大
学
人
文
学
部
比
較
文
学
・
比
較
文
化
研
究
室
、
二
〇
一
〇
・
三
）
や
勝
山
敏
一
『
女
一
揆
の
誕
生
―
置
き
米
と
港
町
』（
桂
書
房
、
二
〇
一
〇
・
一
二
）
が
あ
る
。 
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③
二
〇
一
一
年
第
二
回
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
（
富
山
大
学
） 

二
〇
一
一
年
は
、
会
の
運
営
も
軌
道
に
乗
り
始
め
た
。 

二
月
一
六
日
に
萩
野
恭
一
「
新
発
見
資
料
瀧
口
修
造
の
短
歌
七
首
」
を
行
い
、
翌
月
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
打
ち
合
わ
せ
を
行
う
。 

三
月
一
九
日
に
は
富
山
大
学
人
文
学
部
４
番
教
室
に
て
、
第
二
回
ふ
る
さ
と
文
学
を
語
る
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
現
代
か
ら
見
た
富
山
の
作
家
と
作
品
」
が
開
催
さ
れ
た
。
こ
の
年
は
三
部
制
で
、
第
一
部
が
金
子
幸
代
の
基
調
講
演
「
小
寺
菊
子
の
少
女
小
説
」、
第
二
部
に
近
藤
周
吾
「
川
口
清
と
源
氏
鶏
太
」、
丸
山
珪
一
「
幻
想
文
学
と
し
て
の
「
鶴
の
い
た
庭
」」、
高
熊
哲
也
「
幸
田
文
「
木
」「
崩
れ
」
を
め
ぐ
っ
て
」
と
い
う
三
本
の
発
表
が
続
き
、
第
三
部
が
昨
年
同
様
、
朗
読
サ
ー
ク
ル
「
言
の
葉
」
に
よ
る
幸
田
文
「
崩
れ
」
の
朗
読
で
あ
っ
た
。
さ
ら
に
は
、
紙
芝
居
「
瀧
口
修
造
の
少
年
時
代
」
（
絵
野
島
一
子
作
野
島
清
治
）
の
展
示
も
行
わ
れ
た
。 

こ
の
年
に
は
他
に
も
、
四
月
に
近
藤
周
吾
に
よ
る
公
開
読
書
会
「『
痴
人
の
愛
』」
が
「
和
が
家
」
で
行
わ
れ
た
。
六
月
に
金
子
幸
代
に
よ
る
研
究
発
表
「『
鷗
外
と
近
代
劇
』」
が
あ
っ
た
。
八
月
に
丸
山
珪
一
に
よ
る
公
開
研
究
発
表
「
人
間
生
活
と
時
間
」
が
M
AG
.N
ET
富
山
ま
ち
な
か
研
究
室
で
行
わ
れ
た
。
一
〇
月
に
高
熊
哲
也
に
よ
る
研
究
発
表
「
幸
田
文
と
国
語
教
科
書
」
が
あ
り
、
一
二
月
に
黒
﨑
真
美
に
よ
る
読
書
会「
室
生
犀
星「
古
城
下
町
へ
」
が
八
百
松
亭
で
行
わ
れ
た
。（
場
所
を
特
記
し
な
い
も
の
は
、
す
べ
て
富
山
大
学
人
文
学
部
。） 

こ
の
年
の
特
筆
す
べ
き
出
来
事
と
し
て
は
、
歌
人
・
作
家
の
辺
見
じ
ゅ
ん
の
死
去
で
あ
っ
た
。
高
志
の
国
文
学
館
の
館
長
に
内
定
し
て
い
た
だ
け
に
シ
ョ
ッ
ク
で
あ
っ
た
。 

こ
の
年
に
刊
行
さ
れ
た
会
員
の
著
作
と
し
て
は
、金
子
幸
代『
鷗
外
と
近
代
劇
』（
大
東
出
版
社
、
二
〇
一
一
・
四
）
が
あ
る
。 
④
二
〇
一
二
年
第
三
回
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
（
富
山
大
学
） 

二
〇
一
二
年
は
、
前
年
六
月
に
金
子
に
誘
わ
れ
加
入
し
た
新
メ
ン
バ
ー
中
山
悦
子
に
よ
る
研
究
発
表
「
富
山
県
出
身
の
偉
人
、
独
学
の
国
語
学
・
国
文
学
者
―
山
田
孝
雄
に
つ
い
て
」
が
二
月
に
行
わ
れ
、
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
打
ち
合
わ
せ
も
こ
の
と
き
に
行
っ
た
。 

第
三
回
ふ
る
さ
と
文
学
を
語
る
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
は
、
二
月
二
六
日
に
富
山
大
学
人
文
学
部
４
番
教
室
で
開
催
さ
れ
た
。
前
年
同
様
の
三
部
制
で
、
第
一
部
が
丸
山
珪
一
に
よ
る
講
演
「
堀
田
文
学
の
北
陸
モ
テ
ィ
ー
フ
」。
第
二
部
が
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「『
場
』
と
し
て
- 10 - 
ら
ず
、
関
係
者
で
も
入
手
が
困
難
な
稀
少
な
冊
子
と
な
っ
た
。
な
お
こ
の
冊
子
に
は
、
表
紙
や
目
次
に
は
名
が
あ
る
も
の
の
、
萩
野
の
論
文
が
収
め
ら
れ
て
い
な
い
。
手
違
い
が
あ
っ
た
と
の
こ
と
。
ま
た
、
表
紙
に
は
名
前
が
出
て
こ
な
い
が
、
公
開
読
書
会
の
予
稿
と
し
て
、
高
熊
哲
也
「
蜃
気
楼
の
町
魚
津
を
背
景
と
す
る
「
押
し
絵
と
旅
す
る
男
」」
も
掲
載
さ
れ
て
い
た
。 

あ
る
種
、
伝
説
的
な
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
あ
っ
た
と
言
え
る
か
も
し
れ
な
い
。
日
本
社
会
文
学
会
大
会
と
違
っ
て
、
県
外
の
人
材
に
頼
ら
ず
、
曲
が
り
な
り
に
も
富
山
在
住
の
研
究
者
だ
け
で
こ
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
成
し
遂
げ
た
か
ら
で
あ
る
。
私
た
ち
は
、
こ
れ
に
よ
っ
て
、
自
信
を
得
た
。
こ
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
が
な
か
っ
た
な
ら
ば
、
富
山
文
学
の
会
は
十
年
も
の
長
き
に
わ
た
っ
て
、
活
動
を
続
け
て
く
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
だ
ろ
う
。
そ
の
意
味
で
は
、
こ
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
が
富
山
文
学
の
会
の
原
点
と
言
え
る
か
も
し
れ
な
い
。
三
島
霜
川
、
瀧
口
修
造
、
横
山
源
之
助
、
小
寺
菊
子
、
堀
田
善
衞
に
加
え
て
、
角
川
源
義
、
田
中
冬
二
、
森
山
啓
と
い
っ
た
、
さ
ま
ざ
ま
な
文
学
者
た
ち
が
次
々
と
紹
介
さ
れ
て
い
く
。
実
際
、
こ
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
は
、
こ
の
会
の
今
後
の
研
究
内
容
の
縮
図
と
な
っ
て
い
た
。「
ふ
る
さ
と
文
学
魅
力
紹
介
活
動
支
援
事
業
」
に
改
め
て
謝
意
を
表
す
る
と
と
も
に
、
朗
読
サ
ー
ク
ル
「
言
の
葉
」
の
皆
さ
ん
に
も
感
謝
し
た
い
。 

こ
の
年
に
は
ほ
か
に
も
、
四
月
に
丸
山
珪
一
に
よ
る
公
開
読
書
会
「
堀
田
善
衞
「
鶴
の
い
た
庭
」」、
六
月
に
黒
﨑
真
美
に
よ
る
研
究
発
表
「
１
９
１
０
年
の
横
山
源
之
助
」、
八
月
に
高
熊
哲
也
に
よ
る
公
開
読
書
会
「
江
戸
川
乱
歩
「
押
絵
と
旅
す
る
男
」、
一
二
月
に
勝
山
敏
一
に
よ
る
研
究
発
表
「『
女
一
揆
の
誕
生
』」
が
行
わ
れ
る
な
ど
、
充
実
し
て
い
た
。
公
開
読
書
会
は
、
中
央
通
り
に
あ
っ
た
「
和
が
家
」
で
行
わ
れ
た
。
金
子
や
高
熊
に
は
、
ま
ち
な
か
の
賑
わ
い
を
創
造
し
よ
う
と
す
る
志
向
が
あ
っ
た
。 

一
〇
月
に
は
、
金
子
の
は
か
ら
い
で
、
富
山
大
学
で
行
わ
れ
た
国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
文
学
に
お
け
る
国
際
交
流
―
異
文
化
理
解
の
検
証
と
普
及
」
で
の
デ
ン
マ
ー
ク
コ
ペ
ン
ハ
ー
ゲ
ン
大
学
（
当
時
）
の
長
島
要
一
の
講
演
等
を
聴
講
す
る
こ
と
も
で
き
た
。 

こ
の
年
に
刊
行
さ
れ
た
会
員
の
著
作
と
し
て
は
、
金
子
幸
代
監
修
・
解
説
『
小
寺
（
尾
島
）
菊
子
選
集
』（
全
六
巻
、
富
山
大
学
人
文
学
部
比
較
文
学
・
比
較
文
化
研
究
室
、
二
〇
一
〇
・
三
）
や
勝
山
敏
一
『
女
一
揆
の
誕
生
―
置
き
米
と
港
町
』（
桂
書
房
、
二
〇
一
〇
・
一
二
）
が
あ
る
。 
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の
原
典
『
狂
歌
百
物
語
』」
が
フ
ォ
ル
ツ
ァ
総
曲
輪
で
行
わ
れ
た
。
六
月
に
萩
野
恭
一
に
よ
る
研
究
発
表
「
瀧
口
修
造
の
少
年
時
代
」
が
あ
り
、
八
月
に
黒
﨑
真
美
に
よ
る
公
開
読
書
会
「
三
島
霜
川
「
水
郷
」
を
読
む
」
が
フ
ォ
ル
ツ
ァ
総
曲
輪
で
行
わ
れ
た
。
一
〇
月
に
は
、
高
熊
哲
也
に
よ
る
文
学
散
歩
「
縄
ヶ
池
（
泉
鏡
花
「
蓑
谷
」）
と
井
波
（
池
波
正
太
郎
ふ
れ
あ
い
館
）」
を
実
施
し
、
前
年
に
続
く
文
学
散
歩
が
好
評
を
博
し
た
。
一
二
月
は
丸
山
珪
一
に
よ
る
読
書
会
「
堀
田
善
衞
『
路
上
の
人
』」
が
八
百
松
亭
で
行
わ
れ
た
。 

こ
の
年
は
、
水
野
真
理
子
『
日
系
ア
メ
リ
カ
人
の
文
学
活
動
の
歴
史
的
変
遷
―
―
１
８
８
０
年
代
か
ら
１
９
８
０
年
代
に
か
け
て
』
（
風
間
書
院
、
二
〇
一
三
・
三
）、『
詩
が
光
を
生
む
の
だ
高
島
高
詩
集
全
集
』（
桂
書
房
、二
〇
一
三
年
一
〇
月
）が
刊
行
さ
れ
た
。 

こ
の
年
か
ら
高
志
の
国
文
学
館
が
、
富
山
県
ゆ
か
り
の
文
学
や
郷
土
の
研
究
を
行
う
優
れ
た
団
体
や
個
人
に
奨
励
金
を
交
付
す
る
「
高
志
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
を
開
始
し
た
。
第
一
回
に
選
ば
れ
た
の
は
丸
山
珪
一
「
堀
田
善
衞
の
北
陸
、
北
陸
の
堀
田
善
衞
」、
萩
野
恭
一
「
須
山
ユ
キ
ヱ
に
お
け
る
〈
雪
〉
へ
の
あ
こ
が
れ
―
越
中
万
葉
に
惹
か
れ
た
女
性
移
住
者
の
ま
な
ざ
し
―
」、
金
子
幸
代
「
富
山
の
女
性
作
家
の
調
査
研
究
と
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
の
構
築
」
で
あ
っ
た
。 
⑥
二
〇
一
四
年
第
五
回
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
（
高
志
の
国
文
学
館
） 

二
〇
一
四
年
は
二
月
に
金
山
克
哉
に
よ
る
研
究
発
表
「
詩
人
高
島
高
を
め
ぐ
っ
て
」
で
幕
を
開
け
た
。
金
山
は
富
山
商
業
高
校
教
諭
で
、
こ
の
会
に
は
前
年
に
加
わ
っ
た
。
こ
の
と
き
に
例
年
ど
お
り
、
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
打
ち
合
わ
せ
が
行
わ
れ
た
。 

第
五
回
ふ
る
さ
と
文
学
を
語
る
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
は
、
三
月
二
日
に
高
志
の
国
文
学
館
で
開
催
さ
れ
た
。
ま
ず
金
子
幸
代
「
小
寺
菊
子
と
泉
鏡
花
―
「
屋
敷
田
甫
」
と
『
蛇
く
ひ
』
―
」
を
発
表
し
、
次
に
水
野
真
理
子
「
翁
久
允
の
人
間
観
―
在
米
時
代
を
中
心
に
―
」
の
発
表
が
あ
っ
た
。
そ
の
後
は
「
小
特
集
三
島
霜
川
没
後
80
年
」
を
掲
げ
、
中
山
悦
子
が
「
水
の
郷
」
を
朗
読
し
、
黒
﨑
真
美
「「
水
の
郷
」
考
」、
野
村
剛
「
三
島
霜
川
の
足
跡
―
北
陸
と
の
関
連
を
念
頭
に
」
を
そ
れ
ぞ
れ
発
表
し
た
。
前
年
は
行
わ
れ
な
か
っ
た
朗
読
が
復
活
し
て
い
る
。
た
だ
し
、
発
足
当
初
か
ら
続
い
て
い
た
朗
読
が
、
こ
れ
以
降
、
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
の
は
残
念
で
あ
る
。（
正
式
な
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
は
な
い
が
、
最
初
の
こ
ろ
は
富
山
高
専
演
劇
部
に
よ
る
朗
読
も
行
わ
れ
て
い
た
。
こ
れ
は
遠
く
二
〇
一
六
年
一
月
二
三
日
に
高
志
の
国
文
学
館
の
第
２
回
高
校
生
に
よ
る
朗
読
会
に
招
待
さ
れ
た
富
山
第
一
高
校
放
送
演
劇
部
と
富
山
高
専
演
劇
部
の
合
同
公
演
『
青
い
夜
道
』
朗
- 12 - 
の
富
山
」
で
、
司
会
に
近
藤
周
吾
と
中
山
悦
子
を
立
て
、
金
子
幸
代
「
小
寺
菊
子
と
富
山
」、
高
熊
哲
也
「
幸
田
文
と
国
語
教
科
書
」、
黒
﨑
真
美
「
室
生
犀
星
「
古
城
下
町
へ
」」
の
三
本
の
発
表
が
行
わ
れ
た
。
第
三
部
で
は
、
朗
読
サ
ー
ク
ル
「
言
の
葉
」
に
よ
る
小
寺
菊
子
作
品
の
朗
読
が
行
わ
れ
た
。 

こ
の
年
に
は
他
に
も
、
四
月
に
黒
﨑
真
美
に
よ
る
公
開
読
書
会
「「
古
城
下
町
へ
」
に
描
か
れ
た
少
女
」
が
フ
ォ
ル
ツ
ァ
総
曲
輪
で
行
わ
れ
た
。
六
月
に
高
熊
哲
也
に
よ
る
研
究
発
表
「
泉
鏡
花
「
蓑
谷
」
に
つ
い
て
」
が
あ
っ
た
。
ま
た
、
一
〇
月
に
は
、
富
山
文
学
の
会
で
は
初
の
文
学
散
歩「
伏
木
堀
田
文
学
散
歩
」が
行
わ
れ
た
。
こ
れ
は
丸
山
珪
一
を
中
心
と
し
、
野
村
剛
・
澤
田
隆
彰
・
萩
野
恭
一
が
協
力
し
て
成
っ
た
労
作
で
あ
り
、
一
同
は
そ
の
緻
密
な
実
証
に
溜
飲
を
下
げ
た
。（
こ
こ
で
開
拓
さ
れ
た
文
学
散
歩
は
以
後
、
日
本
近
代
文
学
会
北
陸
支
部
や
、
丸
山
が
翌
二
〇
一
三
年
に
興
す
こ
と
に
な
る
堀
田
善
衞
の
会
で
も
踏
襲
さ
れ
る
名
物
コ
ー
ス
と
な
っ
た
。）
一
二
月
に
は
近
藤
周
吾
に
よ
る
読
書
会
「
太
宰
治
「
走
れ
メ
ロ
ス
」
研
究
史
」
が
漁
菜
亭
で
行
わ
れ
た
。 

こ
の
年
の
特
筆
す
べ
き
出
来
事
と
し
て
は
、
三
月
一
日
、
金
子
幸
代
の
『
鷗
外
と
近
代
劇
』
が
第
20
回
や
ま
な
し
文
学
賞
研
究
・
評
論
部
門
を
受
賞
し
た
こ
と
と
、
七
月
六
日
に
高
志
の
国
文
学
館
が
オ
ー
プ
ン
し
た
こ
と
で
あ
ろ
う
。 
⑤
二
〇
一
三
年
第
四
回
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
（
高
志
の
国
文
学
館
） 

二
〇
一
三
年
二
月
、
金
子
幸
代
に
よ
る
研
究
発
表
「『
鷗
外
と
近
代
劇
』
補
遺
」
を
行
い
、
例
年
の
よ
う
に
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
打
ち
合
わ
せ
を
行
っ
た
。 

三
月
三
日
、第
四
回
ふ
る
さ
と
文
学
を
語
る
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム「
文
学
の
原
風
景
」
が
高
志
の
国
文
学
館
101
研
修
室
で
開
催
さ
れ
た
。
こ
れ
が
富
山
文
学
の
会
が
高
志
の
国
文
学
館
を
使
用
し
た
最
初
の
イ
ベ
ン
ト
と
な
っ
た
。
会
場
の
関
係
か
ら
時
間
を
切
り
詰
め
る
必
要
が
あ
っ
て
、
こ
れ
ま
で
の
三
部
制
か
ら
、
研
究
発
表
の
み
の
構
成
と
な
っ
た
と
こ
ろ
が
残
念
で
あ
っ
た
が
、
そ
れ
で
も
多
く
の
観
客
を
集
め
、
好
評
で
あ
っ
た
。
黒
﨑
真
美
と
萩
野
恭
一
を
司
会
に
立
て
、
高
熊
哲
也
「
泉
鏡
花
の
『
蓑
谷
』」、
金
子
幸
代
「
小
寺
菊
子
―
徳
田
秋
声
と
三
島
霜
川
―
」、丸
山
珪
一「
堀
田
善
衞
の
詩「
故
里
」
―
「
死
の
影
」
の
も
と
で
―
」、
近
藤
周
吾
「
井
上
靖
と
源
氏
鶏
太
」
と
い
う
四
本
の
研
究
発
表
が
行
わ
れ
た
。 

こ
の
年
に
は
そ
の
他
に
も
、
四
月
に
今
村
郁
夫
に
よ
る
公
開
読
書
会
「
ヘ
ル
ン
文
庫
の
書
き
込
み
調
査
報
告
―
『
化
け
物
の
歌
』
4
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の
原
典
『
狂
歌
百
物
語
』」
が
フ
ォ
ル
ツ
ァ
総
曲
輪
で
行
わ
れ
た
。
六
月
に
萩
野
恭
一
に
よ
る
研
究
発
表
「
瀧
口
修
造
の
少
年
時
代
」
が
あ
り
、
八
月
に
黒
﨑
真
美
に
よ
る
公
開
読
書
会
「
三
島
霜
川
「
水
郷
」
を
読
む
」
が
フ
ォ
ル
ツ
ァ
総
曲
輪
で
行
わ
れ
た
。
一
〇
月
に
は
、
高
熊
哲
也
に
よ
る
文
学
散
歩
「
縄
ヶ
池
（
泉
鏡
花
「
蓑
谷
」）
と
井
波
（
池
波
正
太
郎
ふ
れ
あ
い
館
）」
を
実
施
し
、
前
年
に
続
く
文
学
散
歩
が
好
評
を
博
し
た
。
一
二
月
は
丸
山
珪
一
に
よ
る
読
書
会
「
堀
田
善
衞
『
路
上
の
人
』」
が
八
百
松
亭
で
行
わ
れ
た
。 

こ
の
年
は
、
水
野
真
理
子
『
日
系
ア
メ
リ
カ
人
の
文
学
活
動
の
歴
史
的
変
遷
―
―
１
８
８
０
年
代
か
ら
１
９
８
０
年
代
に
か
け
て
』
（
風
間
書
院
、
二
〇
一
三
・
三
）、『
詩
が
光
を
生
む
の
だ
高
島
高
詩
集
全
集
』（
桂
書
房
、二
〇
一
三
年
一
〇
月
）が
刊
行
さ
れ
た
。 

こ
の
年
か
ら
高
志
の
国
文
学
館
が
、
富
山
県
ゆ
か
り
の
文
学
や
郷
土
の
研
究
を
行
う
優
れ
た
団
体
や
個
人
に
奨
励
金
を
交
付
す
る
「
高
志
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
を
開
始
し
た
。
第
一
回
に
選
ば
れ
た
の
は
丸
山
珪
一
「
堀
田
善
衞
の
北
陸
、
北
陸
の
堀
田
善
衞
」、
萩
野
恭
一
「
須
山
ユ
キ
ヱ
に
お
け
る
〈
雪
〉
へ
の
あ
こ
が
れ
―
越
中
万
葉
に
惹
か
れ
た
女
性
移
住
者
の
ま
な
ざ
し
―
」、
金
子
幸
代
「
富
山
の
女
性
作
家
の
調
査
研
究
と
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
の
構
築
」
で
あ
っ
た
。 
⑥
二
〇
一
四
年
第
五
回
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
（
高
志
の
国
文
学
館
） 

二
〇
一
四
年
は
二
月
に
金
山
克
哉
に
よ
る
研
究
発
表
「
詩
人
高
島
高
を
め
ぐ
っ
て
」
で
幕
を
開
け
た
。
金
山
は
富
山
商
業
高
校
教
諭
で
、
こ
の
会
に
は
前
年
に
加
わ
っ
た
。
こ
の
と
き
に
例
年
ど
お
り
、
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
打
ち
合
わ
せ
が
行
わ
れ
た
。 

第
五
回
ふ
る
さ
と
文
学
を
語
る
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
は
、
三
月
二
日
に
高
志
の
国
文
学
館
で
開
催
さ
れ
た
。
ま
ず
金
子
幸
代
「
小
寺
菊
子
と
泉
鏡
花
―
「
屋
敷
田
甫
」
と
『
蛇
く
ひ
』
―
」
を
発
表
し
、
次
に
水
野
真
理
子
「
翁
久
允
の
人
間
観
―
在
米
時
代
を
中
心
に
―
」
の
発
表
が
あ
っ
た
。
そ
の
後
は
「
小
特
集
三
島
霜
川
没
後
80
年
」
を
掲
げ
、
中
山
悦
子
が
「
水
の
郷
」
を
朗
読
し
、
黒
﨑
真
美
「「
水
の
郷
」
考
」、
野
村
剛
「
三
島
霜
川
の
足
跡
―
北
陸
と
の
関
連
を
念
頭
に
」
を
そ
れ
ぞ
れ
発
表
し
た
。
前
年
は
行
わ
れ
な
か
っ
た
朗
読
が
復
活
し
て
い
る
。
た
だ
し
、
発
足
当
初
か
ら
続
い
て
い
た
朗
読
が
、
こ
れ
以
降
、
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
の
は
残
念
で
あ
る
。（
正
式
な
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
は
な
い
が
、
最
初
の
こ
ろ
は
富
山
高
専
演
劇
部
に
よ
る
朗
読
も
行
わ
れ
て
い
た
。
こ
れ
は
遠
く
二
〇
一
六
年
一
月
二
三
日
に
高
志
の
国
文
学
館
の
第
２
回
高
校
生
に
よ
る
朗
読
会
に
招
待
さ
れ
た
富
山
第
一
高
校
放
送
演
劇
部
と
富
山
高
専
演
劇
部
の
合
同
公
演
『
青
い
夜
道
』
朗
- 12 - 
の
富
山
」
で
、
司
会
に
近
藤
周
吾
と
中
山
悦
子
を
立
て
、
金
子
幸
代
「
小
寺
菊
子
と
富
山
」、
高
熊
哲
也
「
幸
田
文
と
国
語
教
科
書
」、
黒
﨑
真
美
「
室
生
犀
星
「
古
城
下
町
へ
」」
の
三
本
の
発
表
が
行
わ
れ
た
。
第
三
部
で
は
、
朗
読
サ
ー
ク
ル
「
言
の
葉
」
に
よ
る
小
寺
菊
子
作
品
の
朗
読
が
行
わ
れ
た
。 

こ
の
年
に
は
他
に
も
、
四
月
に
黒
﨑
真
美
に
よ
る
公
開
読
書
会
「「
古
城
下
町
へ
」
に
描
か
れ
た
少
女
」
が
フ
ォ
ル
ツ
ァ
総
曲
輪
で
行
わ
れ
た
。
六
月
に
高
熊
哲
也
に
よ
る
研
究
発
表
「
泉
鏡
花
「
蓑
谷
」
に
つ
い
て
」
が
あ
っ
た
。
ま
た
、
一
〇
月
に
は
、
富
山
文
学
の
会
で
は
初
の
文
学
散
歩「
伏
木
堀
田
文
学
散
歩
」が
行
わ
れ
た
。
こ
れ
は
丸
山
珪
一
を
中
心
と
し
、
野
村
剛
・
澤
田
隆
彰
・
萩
野
恭
一
が
協
力
し
て
成
っ
た
労
作
で
あ
り
、
一
同
は
そ
の
緻
密
な
実
証
に
溜
飲
を
下
げ
た
。（
こ
こ
で
開
拓
さ
れ
た
文
学
散
歩
は
以
後
、
日
本
近
代
文
学
会
北
陸
支
部
や
、
丸
山
が
翌
二
〇
一
三
年
に
興
す
こ
と
に
な
る
堀
田
善
衞
の
会
で
も
踏
襲
さ
れ
る
名
物
コ
ー
ス
と
な
っ
た
。）
一
二
月
に
は
近
藤
周
吾
に
よ
る
読
書
会
「
太
宰
治
「
走
れ
メ
ロ
ス
」
研
究
史
」
が
漁
菜
亭
で
行
わ
れ
た
。 

こ
の
年
の
特
筆
す
べ
き
出
来
事
と
し
て
は
、
三
月
一
日
、
金
子
幸
代
の
『
鷗
外
と
近
代
劇
』
が
第
20
回
や
ま
な
し
文
学
賞
研
究
・
評
論
部
門
を
受
賞
し
た
こ
と
と
、
七
月
六
日
に
高
志
の
国
文
学
館
が
オ
ー
プ
ン
し
た
こ
と
で
あ
ろ
う
。 
⑤
二
〇
一
三
年
第
四
回
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
（
高
志
の
国
文
学
館
） 

二
〇
一
三
年
二
月
、
金
子
幸
代
に
よ
る
研
究
発
表
「『
鷗
外
と
近
代
劇
』
補
遺
」
を
行
い
、
例
年
の
よ
う
に
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
打
ち
合
わ
せ
を
行
っ
た
。 

三
月
三
日
、第
四
回
ふ
る
さ
と
文
学
を
語
る
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム「
文
学
の
原
風
景
」
が
高
志
の
国
文
学
館
101
研
修
室
で
開
催
さ
れ
た
。
こ
れ
が
富
山
文
学
の
会
が
高
志
の
国
文
学
館
を
使
用
し
た
最
初
の
イ
ベ
ン
ト
と
な
っ
た
。
会
場
の
関
係
か
ら
時
間
を
切
り
詰
め
る
必
要
が
あ
っ
て
、
こ
れ
ま
で
の
三
部
制
か
ら
、
研
究
発
表
の
み
の
構
成
と
な
っ
た
と
こ
ろ
が
残
念
で
あ
っ
た
が
、
そ
れ
で
も
多
く
の
観
客
を
集
め
、
好
評
で
あ
っ
た
。
黒
﨑
真
美
と
萩
野
恭
一
を
司
会
に
立
て
、
高
熊
哲
也
「
泉
鏡
花
の
『
蓑
谷
』」、
金
子
幸
代
「
小
寺
菊
子
―
徳
田
秋
声
と
三
島
霜
川
―
」、丸
山
珪
一「
堀
田
善
衞
の
詩「
故
里
」
―
「
死
の
影
」
の
も
と
で
―
」、
近
藤
周
吾
「
井
上
靖
と
源
氏
鶏
太
」
と
い
う
四
本
の
研
究
発
表
が
行
わ
れ
た
。 

こ
の
年
に
は
そ
の
他
に
も
、
四
月
に
今
村
郁
夫
に
よ
る
公
開
読
書
会
「
ヘ
ル
ン
文
庫
の
書
き
込
み
調
査
報
告
―
『
化
け
物
の
歌
』
5
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の
補
助
金
の
み
な
ら
ず
、
金
子
の
想
定
外
の
退
場
に
よ
り
富
山
大
学
の
施
設
を
使
用
す
る
こ
と
す
ら
で
き
な
く
な
っ
た
私
た
ち
は
、
墜
落
す
る
飛
行
機
を
操
縦
す
る
よ
う
な
不
安
を
抱
い
た
。 

ま
ず
経
済
的
に
切
り
詰
め
る
た
め
、
宿
願
で
あ
っ
た
は
ず
の
高
志
の
国
文
学
館
の
使
用
を
泣
く
泣
く
断
念
、
富
山
大
学
に
会
場
を
戻
し
た
。
ま
だ
金
子
の
名
前
が
辛
う
じ
て
富
山
大
学
に
残
っ
て
い
た
こ
と
と
、
西
田
谷
、
水
野
が
加
わ
っ
た
こ
と
、
近
藤
が
臨
時
で
雇
わ
れ
て
い
た
こ
と
を
利
用
し
た
。 

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
報
告
書
は
、
補
助
金
打
ち
切
り
に
伴
い
、
発
行
義
務
が
な
く
な
っ
た
た
め
、
新
た
に
機
関
誌
『
群
峰
』
を
発
行
す
る
こ
と
に
し
た
。
こ
れ
ま
で
の
よ
う
に
業
者
に
全
面
委
託
と
い
う
わ
け
に
は
い
か
な
く
な
り
、
簡
素
化
せ
ざ
る
を
え
な
く
な
り
、
創
刊
号
は
高
熊
の
手
作
業
に
よ
っ
て
編
ま
れ
た
。 

二
月
、高
熊
哲
也
に
よ
る
研
究
発
表「「
蛇
く
ひ
」を
め
ぐ
っ
て
」
が
富
山
大
学
で
行
わ
れ
た
。
こ
こ
で
今
後
に
つ
い
て
の
種
々
の
相
談
も
行
わ
れ
た
。 

三
月
七
日
、
第
６
回
研
究
大
会
が
富
山
大
学
人
文
学
部
四
番
教
室
行
わ
れ
た
。
こ
れ
ま
で
の
名
前
を
研
究
大
会
と
改
め
た
が
、
通
し
番
号
は
継
続
し
た
。
黒
﨑
真
美
「
横
山
源
之
助
と
富
山
」、
野
村
剛
「
歌
人
・
藻
谷
銀
河
―
―
戦
後
70
年
に
想
う
」、
近
藤
周
吾
「
文
学
者
は
県
境
を
越
え
る
―
井
上
靖
記
念
館
所
蔵
の
富
山
文
学
関
係
資
料
に
つ
い
て
―
」
の
三
本
が
発
表
さ
れ
た
。
金
子
の
い
な
い
寂
し
さ
は
埋
め
よ
う
が
な
か
っ
た
が
、
こ
れ
ま
で
六
年
の
蓄
積
で
何
と
か
乗
り
切
っ
た
。 

こ
の
年
は
ほ
か
に
は
、四
月
に
野
村
剛
に
よ
る
公
開
読
書
会「
横
山
源
之
助
『
日
本
の
下
層
社
会
』
を
読
む
」
が
フ
ォ
ル
ツ
ァ
総
曲
輪
で
行
わ
れ
た
。
六
月
に
は
中
山
悦
子
に
よ
る
研
究
会
「
馬
場
は
る
と
ラ
フ
カ
デ
ィ
オ
・
ハ
ー
ン
ハ
ー
ン
作
「
ハ
ル
」
と
と
も
に
」
が
高
志
の
国
文
学
館
で
行
わ
れ
た
。
大
会
で
高
志
の
国
文
学
館
を
使
え
な
か
っ
た
た
め
、
小
さ
な
部
屋
で
は
あ
っ
た
が
、
こ
こ
で
高
志
の
国
文
学
館
を
利
用
し
た
。
中
山
は
こ
の
と
き
、
高
志
の
国
文
学
館
館
長
秘
書
で
あ
っ
た
。
八
月
に
は
高
熊
哲
也
に
よ
る
「
泉
鏡
花
「
蛇
く
ひ
」
を
め
ぐ
っ
て
（
再
）」
が
藤
本
研
究
室
で
行
わ
れ
た
。
澤
田
の
配
慮
に
よ
り
、
藤
本
研
究
室
を
お
借
り
し
た
。
一
〇
月
に
は
、
近
藤
周
吾
が
文
学
散
歩
「
源
氏
鷄
太
の
散
歩
道
」
を
担
当
し
た
。
金
山
の
助
力
も
得
て
、
富
山
商
業
高
校
か
ら
出
発
し
、
中
山
輝
旧
邸
を
経
て
、
高
志
の
国
文
学
館
に
寄
り
、
新
発
見
の
写
真
を
初
公
開
し
た
後
に
、
城
址
公
園
、
源
氏
鷄
太
生
家
跡
を
巡
っ
た
。 

こ
の
年
の
特
筆
す
べ
き
発
見
と
し
て
は
、
源
氏
鷄
太
の
写
真
数
百
点
が
あ
る
。
幼
い
こ
ろ
の
源
氏
鷄
太
の
家
族
写
真
や
軍
隊
時
代
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読
に
つ
な
が
っ
て
い
く
。
高
志
の
国
文
学
館
年
報
の
記
録
で
は
「
富
山
第
一
高
等
学
校
放
送
部
」「
富
山
高
等
専
門
学
校
放
送
部
」
と
な
っ
て
い
る
が
、
正
確
に
は
そ
れ
ぞ
れ
「
富
山
第
一
高
等
学
校
放
送
演
劇
部
」「
富
山
高
等
専
門
学
校
演
劇
部
」
で
あ
る
。） 

こ
の
年
に
は
そ
の
他
に
も
、
四
月
に
野
村
剛
に
よ
る
公
開
読
書
会
「
霜
川
文
学
の
原
点
『
ひ
と
つ
岩
』
を
読
む
」
が
フ
ォ
ル
ツ
ァ
総
曲
輪
で
開
か
れ
た
。
六
月
に
近
藤
周
吾
「
新
民
謡
の
流
行
―
『
民
謠
詩
人
』
を
中
心
に
」、
八
月
に
丸
山
珪
一
「
名
前
を
め
ぐ
る
問
題
あ
れ
こ
れ
」、
一
〇
月
に
水
野
真
理
子
「
概
説
翁
久
允
の
生
涯
と
思
想
―
久
允
文
庫
所
蔵
の
書
籍
を
視
野
に
入
れ
て
―
」
と
い
う
研
究
発
表
が
行
わ
れ
た
。
八
月
と
一
〇
月
の
会
場
に
は
富
商
会
館
が
使
わ
れ
た
。
こ
の
年
の
特
徴
と
し
て
は
、
金
山
、
水
野
、
野
村
ら
、
新
し
い
会
員
の
活
躍
が
挙
げ
ら
れ
よ
う
。
金
山
は
富
山
商
業
高
校
教
諭
、
水
野
は
富
山
大
学
非
常
勤
講
師
（
四
月
か
ら
准
教
授
）、
野
村
は
在
野
の
研
究
者
で
、
緻
密
な
考
証
に
基
づ
い
た
年
譜
研
究
に
力
を
発
揮
す
る
。
さ
ら
に
は
、
西
田
谷
洋
が
、
愛
知
教
育
大
学
か
ら
富
山
大
学
の
教
授
へ
転
じ
て
き
た
。
こ
の
年
は
新
し
い
仲
間
が
加
わ
り
層
が
厚
く
な
っ
た
、
と
記
述
で
き
る
は
ず
だ
っ
た
の
だ
が
、
こ
の
会
の
代
表
で
あ
る
金
子
幸
代
が
病
と
な
り
、
秋
か
ら
富
山
大
学
を
去
ら
ざ
る
を
得
な
く
な
っ
た
。
さ
ら
に
悪
い
こ
と
に
、
富
山
県
の
補
助
金
が
第
五
回
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
ま
で
で
打
ち
切
り
と
な
っ
た
。
こ
の
ダ
ブ
ル
・
パ
ン
チ
は
大
き
な
痛
手
と
な
っ
た
。
こ
れ
ま
で
金
子
に
頼
り
き
り
、
補
助
金
に
依
存
し
て
き
た
か
ら
で
あ
る
。 

こ
れ
は
富
山
文
学
の
会
だ
け
の
ピ
ン
チ
で
は
な
か
っ
た
。
富
山
大
学
人
文
学
部
比
較
文
化
分
野
、
日
本
近
代
文
学
会
北
陸
支
部
、
文
学
に
親
し
む
会
の
運
営
な
ど
数
多
く
の
業
務
に
連
鎖
し
た
。
急
遽
、
富
山
高
専
の
近
藤
周
吾
が
兼
務
し
代
行
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
富
山
文
学
の
会
の
代
表
代
行
（
後
に
代
表
）
に
は
、
同
じ
く
富
山
高
専
の
高
熊
哲
也
が
就
い
た
。
こ
の
と
き
に
私
た
ち
は
改
め
て
金
子
の
偉
大
さ
を
思
い
知
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。 

こ
の
年
は
、
金
子
幸
代
編
集
・
解
説
『
小
寺
菊
子
作
品
集
』（
桂
書
房
、
二
〇
一
四
・
二
）
が
刊
行
さ
れ
た
。 

高
志
の
国
文
学
館
の
高
志
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
は
、
優
秀
と
し
て
金
子
幸
代「
富
山
の
女
性
文
学
の
基
礎
的
研
究
」が
認
定
さ
れ
た
。 
三
〝
守
成
〟
の
第Ⅱ
期
―
―
『
群
峰
』
時
代 
⑦
二
〇
一
五
年
『
群
峰
』
の
創
刊 

二
〇
一
五
年
は
、
ま
さ
に
〝
守
成
〟
の
年
で
あ
っ
た
。
県
か
ら
Ⅱ
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の
補
助
金
の
み
な
ら
ず
、
金
子
の
想
定
外
の
退
場
に
よ
り
富
山
大
学
の
施
設
を
使
用
す
る
こ
と
す
ら
で
き
な
く
な
っ
た
私
た
ち
は
、
墜
落
す
る
飛
行
機
を
操
縦
す
る
よ
う
な
不
安
を
抱
い
た
。 

ま
ず
経
済
的
に
切
り
詰
め
る
た
め
、
宿
願
で
あ
っ
た
は
ず
の
高
志
の
国
文
学
館
の
使
用
を
泣
く
泣
く
断
念
、
富
山
大
学
に
会
場
を
戻
し
た
。
ま
だ
金
子
の
名
前
が
辛
う
じ
て
富
山
大
学
に
残
っ
て
い
た
こ
と
と
、
西
田
谷
、
水
野
が
加
わ
っ
た
こ
と
、
近
藤
が
臨
時
で
雇
わ
れ
て
い
た
こ
と
を
利
用
し
た
。 

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
報
告
書
は
、
補
助
金
打
ち
切
り
に
伴
い
、
発
行
義
務
が
な
く
な
っ
た
た
め
、
新
た
に
機
関
誌
『
群
峰
』
を
発
行
す
る
こ
と
に
し
た
。
こ
れ
ま
で
の
よ
う
に
業
者
に
全
面
委
託
と
い
う
わ
け
に
は
い
か
な
く
な
り
、
簡
素
化
せ
ざ
る
を
え
な
く
な
り
、
創
刊
号
は
高
熊
の
手
作
業
に
よ
っ
て
編
ま
れ
た
。 

二
月
、高
熊
哲
也
に
よ
る
研
究
発
表「「
蛇
く
ひ
」を
め
ぐ
っ
て
」
が
富
山
大
学
で
行
わ
れ
た
。
こ
こ
で
今
後
に
つ
い
て
の
種
々
の
相
談
も
行
わ
れ
た
。 

三
月
七
日
、
第
６
回
研
究
大
会
が
富
山
大
学
人
文
学
部
四
番
教
室
行
わ
れ
た
。
こ
れ
ま
で
の
名
前
を
研
究
大
会
と
改
め
た
が
、
通
し
番
号
は
継
続
し
た
。
黒
﨑
真
美
「
横
山
源
之
助
と
富
山
」、
野
村
剛
「
歌
人
・
藻
谷
銀
河
―
―
戦
後
70
年
に
想
う
」、
近
藤
周
吾
「
文
学
者
は
県
境
を
越
え
る
―
井
上
靖
記
念
館
所
蔵
の
富
山
文
学
関
係
資
料
に
つ
い
て
―
」
の
三
本
が
発
表
さ
れ
た
。
金
子
の
い
な
い
寂
し
さ
は
埋
め
よ
う
が
な
か
っ
た
が
、
こ
れ
ま
で
六
年
の
蓄
積
で
何
と
か
乗
り
切
っ
た
。 

こ
の
年
は
ほ
か
に
は
、四
月
に
野
村
剛
に
よ
る
公
開
読
書
会「
横
山
源
之
助
『
日
本
の
下
層
社
会
』
を
読
む
」
が
フ
ォ
ル
ツ
ァ
総
曲
輪
で
行
わ
れ
た
。
六
月
に
は
中
山
悦
子
に
よ
る
研
究
会
「
馬
場
は
る
と
ラ
フ
カ
デ
ィ
オ
・
ハ
ー
ン
ハ
ー
ン
作
「
ハ
ル
」
と
と
も
に
」
が
高
志
の
国
文
学
館
で
行
わ
れ
た
。
大
会
で
高
志
の
国
文
学
館
を
使
え
な
か
っ
た
た
め
、
小
さ
な
部
屋
で
は
あ
っ
た
が
、
こ
こ
で
高
志
の
国
文
学
館
を
利
用
し
た
。
中
山
は
こ
の
と
き
、
高
志
の
国
文
学
館
館
長
秘
書
で
あ
っ
た
。
八
月
に
は
高
熊
哲
也
に
よ
る
「
泉
鏡
花
「
蛇
く
ひ
」
を
め
ぐ
っ
て
（
再
）」
が
藤
本
研
究
室
で
行
わ
れ
た
。
澤
田
の
配
慮
に
よ
り
、
藤
本
研
究
室
を
お
借
り
し
た
。
一
〇
月
に
は
、
近
藤
周
吾
が
文
学
散
歩
「
源
氏
鷄
太
の
散
歩
道
」
を
担
当
し
た
。
金
山
の
助
力
も
得
て
、
富
山
商
業
高
校
か
ら
出
発
し
、
中
山
輝
旧
邸
を
経
て
、
高
志
の
国
文
学
館
に
寄
り
、
新
発
見
の
写
真
を
初
公
開
し
た
後
に
、
城
址
公
園
、
源
氏
鷄
太
生
家
跡
を
巡
っ
た
。 

こ
の
年
の
特
筆
す
べ
き
発
見
と
し
て
は
、
源
氏
鷄
太
の
写
真
数
百
点
が
あ
る
。
幼
い
こ
ろ
の
源
氏
鷄
太
の
家
族
写
真
や
軍
隊
時
代
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読
に
つ
な
が
っ
て
い
く
。
高
志
の
国
文
学
館
年
報
の
記
録
で
は
「
富
山
第
一
高
等
学
校
放
送
部
」「
富
山
高
等
専
門
学
校
放
送
部
」
と
な
っ
て
い
る
が
、
正
確
に
は
そ
れ
ぞ
れ
「
富
山
第
一
高
等
学
校
放
送
演
劇
部
」「
富
山
高
等
専
門
学
校
演
劇
部
」
で
あ
る
。） 

こ
の
年
に
は
そ
の
他
に
も
、
四
月
に
野
村
剛
に
よ
る
公
開
読
書
会
「
霜
川
文
学
の
原
点
『
ひ
と
つ
岩
』
を
読
む
」
が
フ
ォ
ル
ツ
ァ
総
曲
輪
で
開
か
れ
た
。
六
月
に
近
藤
周
吾
「
新
民
謡
の
流
行
―
『
民
謠
詩
人
』
を
中
心
に
」、
八
月
に
丸
山
珪
一
「
名
前
を
め
ぐ
る
問
題
あ
れ
こ
れ
」、
一
〇
月
に
水
野
真
理
子
「
概
説
翁
久
允
の
生
涯
と
思
想
―
久
允
文
庫
所
蔵
の
書
籍
を
視
野
に
入
れ
て
―
」
と
い
う
研
究
発
表
が
行
わ
れ
た
。
八
月
と
一
〇
月
の
会
場
に
は
富
商
会
館
が
使
わ
れ
た
。
こ
の
年
の
特
徴
と
し
て
は
、
金
山
、
水
野
、
野
村
ら
、
新
し
い
会
員
の
活
躍
が
挙
げ
ら
れ
よ
う
。
金
山
は
富
山
商
業
高
校
教
諭
、
水
野
は
富
山
大
学
非
常
勤
講
師
（
四
月
か
ら
准
教
授
）、
野
村
は
在
野
の
研
究
者
で
、
緻
密
な
考
証
に
基
づ
い
た
年
譜
研
究
に
力
を
発
揮
す
る
。
さ
ら
に
は
、
西
田
谷
洋
が
、
愛
知
教
育
大
学
か
ら
富
山
大
学
の
教
授
へ
転
じ
て
き
た
。
こ
の
年
は
新
し
い
仲
間
が
加
わ
り
層
が
厚
く
な
っ
た
、
と
記
述
で
き
る
は
ず
だ
っ
た
の
だ
が
、
こ
の
会
の
代
表
で
あ
る
金
子
幸
代
が
病
と
な
り
、
秋
か
ら
富
山
大
学
を
去
ら
ざ
る
を
得
な
く
な
っ
た
。
さ
ら
に
悪
い
こ
と
に
、
富
山
県
の
補
助
金
が
第
五
回
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
ま
で
で
打
ち
切
り
と
な
っ
た
。
こ
の
ダ
ブ
ル
・
パ
ン
チ
は
大
き
な
痛
手
と
な
っ
た
。
こ
れ
ま
で
金
子
に
頼
り
き
り
、
補
助
金
に
依
存
し
て
き
た
か
ら
で
あ
る
。 

こ
れ
は
富
山
文
学
の
会
だ
け
の
ピ
ン
チ
で
は
な
か
っ
た
。
富
山
大
学
人
文
学
部
比
較
文
化
分
野
、
日
本
近
代
文
学
会
北
陸
支
部
、
文
学
に
親
し
む
会
の
運
営
な
ど
数
多
く
の
業
務
に
連
鎖
し
た
。
急
遽
、
富
山
高
専
の
近
藤
周
吾
が
兼
務
し
代
行
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
富
山
文
学
の
会
の
代
表
代
行
（
後
に
代
表
）
に
は
、
同
じ
く
富
山
高
専
の
高
熊
哲
也
が
就
い
た
。
こ
の
と
き
に
私
た
ち
は
改
め
て
金
子
の
偉
大
さ
を
思
い
知
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。 

こ
の
年
は
、
金
子
幸
代
編
集
・
解
説
『
小
寺
菊
子
作
品
集
』（
桂
書
房
、
二
〇
一
四
・
二
）
が
刊
行
さ
れ
た
。 

高
志
の
国
文
学
館
の
高
志
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
は
、
優
秀
と
し
て
金
子
幸
代「
富
山
の
女
性
文
学
の
基
礎
的
研
究
」が
認
定
さ
れ
た
。 
三
〝
守
成
〟
の
第Ⅱ
期
―
―
『
群
峰
』
時
代 
⑦
二
〇
一
五
年
『
群
峰
』
の
創
刊 

二
〇
一
五
年
は
、
ま
さ
に
〝
守
成
〟
の
年
で
あ
っ
た
。
県
か
ら
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べ
比
べ
が
行
わ
れ
る
な
ど
、
楽
し
い
イ
ベ
ン
ト
と
な
っ
た
。 

こ
の
年
の
著
作
と
し
て
は
、
近
藤
周
吾
「
富
山
の
文
学
―
―
文
学
と
サ
ブ
カ
ル
チ
ャ
ー
の
〝
両
輪
駆
動
〟
」（
二
〇
一
六
・
一
一
）
が
あ
る
。
日
本
近
代
文
学
会
の
『
日
本
近
代
文
学
』
に
、
富
山
の
文
学
の
論
考
が
載
る
の
は
初
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
ち
な
み
に
、
こ
の
研
究
ノ
ー
ト
の
英
題
は"O
n the K
oshinokuni M
useum
 of 
Literature"
で
あ
る
。 

高
志
の
国
文
学
館
の
高
志
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
は
、
優
秀
と
し
て
黒
﨑
真
美
「
横
山
源
之
助
の
人
物
像
に
迫
る
」、
小
谷
瑛
輔
「
若
者
・
若
手
作
家
の
感
性
か
ら
の
見
る
富
山
文
学
」
が
認
定
さ
れ
た
。 
⑨
二
〇
一
七
年
上
田
正
行
の
登
場 

二
〇
一
七
年
は
、
二
月
に
近
藤
周
吾
に
よ
る
研
究
発
表
「
富
山
の
文
学
」
が
行
わ
れ
、
研
究
大
会
の
打
ち
合
わ
せ
が
行
わ
れ
た
。 

三
月
四
日
、
第
八
回
研
究
大
会
が
富
山
大
学
人
文
学
部
４
番
教
室
で
開
催
さ
れ
た
。
会
場
は
小
谷
の
尽
力
に
よ
る
。
第
一
部
に
上
田
正
行
を
招
い
て
の
講
演
「「
日
本
海
詩
人
」
の
こ
と
、
千
石
喜
久
の
こ
と
」
が
行
わ
れ
、
第
二
部
で
は
黒
﨑
真
美
「
横
山
源
之
助
と
郷
土
の
人
々
」
と
、
小
谷
瑛
輔
「
山
内
マ
リ
コ
作
品
に
お
け
る
〈
地
方
〉
と
〈
階
層
〉」
の
二
本
の
研
究
発
表
が
行
わ
れ
た
。
上
田
は
金
沢
大
学
名
誉
教
授
で
、
室
生
犀
星
記
念
館
と
徳
田
秋
聲
記
念
館
の
両
方
の
館
長
を
務
め
る
石
川
県
の
文
学
研
究
の
第
一
人
者
で
あ
る
。
ま
た
、
満
を
持
し
て
登
場
し
た
小
谷
の
発
表
は
、
こ
れ
ま
で
の
会
が
取
り
上
げ
て
こ
な
か
っ
た
現
存
す
る
作
家
で
あ
る
山
内
マ
リ
コ
を
取
り
上
げ
、
そ
の
内
容
も
新
鮮
で
あ
っ
た
。 

こ
の
年
は
そ
の
他
に
も
、四
月
に
木
下
晶
に
よ
る
研
究
発
表「
愛
玩
か
ら
鑑
賞
へ
林
忠
正
の
提
言
」
が
富
商
会
館
で
、
六
月
に
は
近
藤
周
吾
に
よ
る
公
開
読
書
会
「
源
氏
鷄
太
『
青
空
娘
』
を
読
む
」
が
富
山
大
学
で
、
八
月
に
は
萩
野
恭
一
と
近
藤
周
吾
に
よ
る
読
書
会
「
須
山
ユ
キ
ヱ
「
延
段
」」
が
富
山
高
専
射
水
キ
ャ
ン
パ
ス
で
そ
れ
ぞ
れ
行
わ
れ
た
。
文
学
散
歩
は
一
〇
月
、
黒
﨑
真
美
に
よ
る
魚
津
文
学
散
歩
が
行
わ
れ
た
。 

木
下
は
県
立
高
校
校
長
協
会
長
を
務
め
る
な
ど
、
富
山
県
の
国
語
教
育
の
分
野
で
大
き
な
功
績
を
残
し
た
後
、
現
在
は
富
山
県
立
大
学
参
与
で
、『
と
や
ま
文
学
』
の
編
集
長
。 

こ
の
年
の
特
筆
す
べ
き
出
来
事
と
し
て
は
、
全
国
国
語
国
文
学
会
が
富
山
大
学
で
開
催
さ
れ
た
こ
と
で
あ
る
。
高
志
の
国
文
学
館
館
長
の
中
西
進
が
会
長
で
あ
る
縁
も
あ
り
実
現
し
た
。
上
田
正
行
に
よ
る
講
演
「
千
石
喜
久
と
い
う
詩
人
―
―
「
日
本
海
詩
人
」
を
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の
写
真
な
ど
貴
重
な
写
真
群
を
近
藤
が
発
掘
し
た
。 

ま
た
、
こ
の
年
に
特
筆
す
べ
き
出
来
事
と
し
て
は
、
富
山
大
学
の
人
事
で
あ
る
。
前
年
の
水
野
、
西
田
谷
に
続
い
て
、
小
谷
瑛
輔
が
四
月
に
富
山
大
学
准
教
授
に
着
任
し
た
。
そ
れ
ぞ
れ
に
多
忙
な
三
氏
に
金
子
の
役
割
の
す
べ
て
を
期
待
す
る
わ
け
に
は
い
か
な
い
も
の
の
、
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
や
や
り
方
に
よ
っ
て
、
富
山
の
文
学
研
究
や
富
山
文
学
の
会
に
助
力
い
た
だ
い
た
。
ま
た
、
富
山
大
学
ヘ
ル
ン
研
究
会
な
ど
の
新
機
軸
を
次
々
と
打
ち
出
し
、
新
し
い
動
き
を
起
こ
し
て
い
っ
た
こ
と
は
好
ま
し
い
こ
と
で
あ
っ
た
。
皮
肉
な
こ
と
で
は
あ
る
が
、
金
子
が
い
な
く
な
っ
た
後
、
金
子
が
願
っ
て
い
た
文
学
研
究
の
最
盛
期
が
富
山
に
も
訪
れ
る
こ
と
に
な
る
。 

高
志
の
国
文
学
館
の
高
志
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
は
、
優
秀
と
し
て
近
藤
周
吾
「
環
日
本
海
地
域
に
お
け
る
メ
デ
ィ
ア
ミ
ッ
ク
ス
―
文
学
と
隣
接
諸
ジ
ャ
ン
ル
と
の
交
渉
、
特
に
前
史
と
し
て
の
詩
と
新
民
謡
の
交
渉
史
を
中
心
に
―
」
が
認
定
さ
れ
た
。 
⑧
二
〇
一
六
年
八
木
光
昭
の
登
場 

二
〇
一
六
年
は
、
二
月
に
野
村
剛
に
よ
る
研
究
発
表
「
啄
木
『
一
握
の
砂
』
の
成
立
と
橘
智
恵
子
附
：
札
幌
の
橘
家
と
越
の
橘
家
の
こ
と
な
ど
」
が
藤
本
研
究
室
で
行
わ
れ
た
。 

三
月
五
日
、
富
山
大
学
人
間
発
達
科
学
部
に
お
い
て
第
七
回
研
究
大
会
が
開
催
さ
れ
た
。
懸
案
の
会
場
は
、
西
田
谷
の
尽
力
が
あ
っ
た
。
第
一
部
に
八
木
光
昭
を
招
き
、
講
演
「
富
山
の
近
代
文
学
」
が
行
わ
れ
た
。
八
木
は
、
富
山
文
学
研
究
の
第
一
人
者
で
あ
っ
た
が
、
聖
徳
大
学
教
授
と
し
て
東
京
に
い
た
。
と
こ
ろ
が
、
定
年
さ
れ
て
富
山
に
戻
っ
て
き
た
た
め
、
八
年
目
に
し
て
こ
の
講
演
が
よ
う
や
く
実
現
し
た
。
八
木
は
後
に
会
員
と
な
り
、
金
子
の
い
な
く
な
っ
た
今
、
心
強
い
後
ろ
盾
と
な
っ
て
く
れ
て
い
る
。
第
二
部
で
は
、
金
山
克
哉
「
詩
人
高
島
高
の
活
動
～
い
く
つ
か
の
雑
誌
を
中
心
に
～
」
と
、
近
藤
周
吾
「
源
氏
鷄
太
の
伝
記
的
研
究
」
の
二
本
の
研
究
発
表
が
行
わ
れ
た
。 

こ
の
年
は
他
に
も
、
四
月
に
今
村
郁
夫
に
よ
る
研
究
発
表
「
小
泉
八
雲
『
常
識
』
研
究
―
ヘ
ル
ン
文
庫
書
き
込
み
調
査
か
ら
―
」
を
藤
本
研
究
室
に
て
、六
月
に
高
熊
哲
也
に
よ
る
公
開
読
書
会「
泉
鏡
花
「
黒
百
合
」
を
読
む
」
を
文
苑
堂
書
店
豊
田
店
に
て
、
八
月
に
金
山
克
哉
に
よ
る
研
究
発
表
「
詩
人
高
島
高
の
〈
冬
〉
～
『
北
方
の
詩
』
か
ら
『
山
脈
地
帯
』
へ
～
」
が
行
わ
れ
た
。
文
学
散
歩
は
十
月
、
澤
田
隆
彰
に
よ
る
「「
高
志
の
国
文
学
館
」
周
辺
の
文
学
散
歩
」
が
県
民
カ
レ
ッ
ジ
と
合
同
で
開
催
さ
れ
た
。
鱒
寿
司
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べ
比
べ
が
行
わ
れ
る
な
ど
、
楽
し
い
イ
ベ
ン
ト
と
な
っ
た
。 

こ
の
年
の
著
作
と
し
て
は
、
近
藤
周
吾
「
富
山
の
文
学
―
―
文
学
と
サ
ブ
カ
ル
チ
ャ
ー
の
〝
両
輪
駆
動
〟
」（
二
〇
一
六
・
一
一
）
が
あ
る
。
日
本
近
代
文
学
会
の
『
日
本
近
代
文
学
』
に
、
富
山
の
文
学
の
論
考
が
載
る
の
は
初
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
ち
な
み
に
、
こ
の
研
究
ノ
ー
ト
の
英
題
は"O
n the K
oshinokuni M
useum
 of 
Literature"
で
あ
る
。 

高
志
の
国
文
学
館
の
高
志
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
は
、
優
秀
と
し
て
黒
﨑
真
美
「
横
山
源
之
助
の
人
物
像
に
迫
る
」、
小
谷
瑛
輔
「
若
者
・
若
手
作
家
の
感
性
か
ら
の
見
る
富
山
文
学
」
が
認
定
さ
れ
た
。 
⑨
二
〇
一
七
年
上
田
正
行
の
登
場 

二
〇
一
七
年
は
、
二
月
に
近
藤
周
吾
に
よ
る
研
究
発
表
「
富
山
の
文
学
」
が
行
わ
れ
、
研
究
大
会
の
打
ち
合
わ
せ
が
行
わ
れ
た
。 

三
月
四
日
、
第
八
回
研
究
大
会
が
富
山
大
学
人
文
学
部
４
番
教
室
で
開
催
さ
れ
た
。
会
場
は
小
谷
の
尽
力
に
よ
る
。
第
一
部
に
上
田
正
行
を
招
い
て
の
講
演
「「
日
本
海
詩
人
」
の
こ
と
、
千
石
喜
久
の
こ
と
」
が
行
わ
れ
、
第
二
部
で
は
黒
﨑
真
美
「
横
山
源
之
助
と
郷
土
の
人
々
」
と
、
小
谷
瑛
輔
「
山
内
マ
リ
コ
作
品
に
お
け
る
〈
地
方
〉
と
〈
階
層
〉」
の
二
本
の
研
究
発
表
が
行
わ
れ
た
。
上
田
は
金
沢
大
学
名
誉
教
授
で
、
室
生
犀
星
記
念
館
と
徳
田
秋
聲
記
念
館
の
両
方
の
館
長
を
務
め
る
石
川
県
の
文
学
研
究
の
第
一
人
者
で
あ
る
。
ま
た
、
満
を
持
し
て
登
場
し
た
小
谷
の
発
表
は
、
こ
れ
ま
で
の
会
が
取
り
上
げ
て
こ
な
か
っ
た
現
存
す
る
作
家
で
あ
る
山
内
マ
リ
コ
を
取
り
上
げ
、
そ
の
内
容
も
新
鮮
で
あ
っ
た
。 

こ
の
年
は
そ
の
他
に
も
、四
月
に
木
下
晶
に
よ
る
研
究
発
表「
愛
玩
か
ら
鑑
賞
へ
林
忠
正
の
提
言
」
が
富
商
会
館
で
、
六
月
に
は
近
藤
周
吾
に
よ
る
公
開
読
書
会
「
源
氏
鷄
太
『
青
空
娘
』
を
読
む
」
が
富
山
大
学
で
、
八
月
に
は
萩
野
恭
一
と
近
藤
周
吾
に
よ
る
読
書
会
「
須
山
ユ
キ
ヱ
「
延
段
」」
が
富
山
高
専
射
水
キ
ャ
ン
パ
ス
で
そ
れ
ぞ
れ
行
わ
れ
た
。
文
学
散
歩
は
一
〇
月
、
黒
﨑
真
美
に
よ
る
魚
津
文
学
散
歩
が
行
わ
れ
た
。 

木
下
は
県
立
高
校
校
長
協
会
長
を
務
め
る
な
ど
、
富
山
県
の
国
語
教
育
の
分
野
で
大
き
な
功
績
を
残
し
た
後
、
現
在
は
富
山
県
立
大
学
参
与
で
、『
と
や
ま
文
学
』
の
編
集
長
。 

こ
の
年
の
特
筆
す
べ
き
出
来
事
と
し
て
は
、
全
国
国
語
国
文
学
会
が
富
山
大
学
で
開
催
さ
れ
た
こ
と
で
あ
る
。
高
志
の
国
文
学
館
館
長
の
中
西
進
が
会
長
で
あ
る
縁
も
あ
り
実
現
し
た
。
上
田
正
行
に
よ
る
講
演
「
千
石
喜
久
と
い
う
詩
人
―
―
「
日
本
海
詩
人
」
を
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の
写
真
な
ど
貴
重
な
写
真
群
を
近
藤
が
発
掘
し
た
。 

ま
た
、
こ
の
年
に
特
筆
す
べ
き
出
来
事
と
し
て
は
、
富
山
大
学
の
人
事
で
あ
る
。
前
年
の
水
野
、
西
田
谷
に
続
い
て
、
小
谷
瑛
輔
が
四
月
に
富
山
大
学
准
教
授
に
着
任
し
た
。
そ
れ
ぞ
れ
に
多
忙
な
三
氏
に
金
子
の
役
割
の
す
べ
て
を
期
待
す
る
わ
け
に
は
い
か
な
い
も
の
の
、
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
や
や
り
方
に
よ
っ
て
、
富
山
の
文
学
研
究
や
富
山
文
学
の
会
に
助
力
い
た
だ
い
た
。
ま
た
、
富
山
大
学
ヘ
ル
ン
研
究
会
な
ど
の
新
機
軸
を
次
々
と
打
ち
出
し
、
新
し
い
動
き
を
起
こ
し
て
い
っ
た
こ
と
は
好
ま
し
い
こ
と
で
あ
っ
た
。
皮
肉
な
こ
と
で
は
あ
る
が
、
金
子
が
い
な
く
な
っ
た
後
、
金
子
が
願
っ
て
い
た
文
学
研
究
の
最
盛
期
が
富
山
に
も
訪
れ
る
こ
と
に
な
る
。 

高
志
の
国
文
学
館
の
高
志
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
は
、
優
秀
と
し
て
近
藤
周
吾
「
環
日
本
海
地
域
に
お
け
る
メ
デ
ィ
ア
ミ
ッ
ク
ス
―
文
学
と
隣
接
諸
ジ
ャ
ン
ル
と
の
交
渉
、
特
に
前
史
と
し
て
の
詩
と
新
民
謡
の
交
渉
史
を
中
心
に
―
」
が
認
定
さ
れ
た
。 
⑧
二
〇
一
六
年
八
木
光
昭
の
登
場 

二
〇
一
六
年
は
、
二
月
に
野
村
剛
に
よ
る
研
究
発
表
「
啄
木
『
一
握
の
砂
』
の
成
立
と
橘
智
恵
子
附
：
札
幌
の
橘
家
と
越
の
橘
家
の
こ
と
な
ど
」
が
藤
本
研
究
室
で
行
わ
れ
た
。 

三
月
五
日
、
富
山
大
学
人
間
発
達
科
学
部
に
お
い
て
第
七
回
研
究
大
会
が
開
催
さ
れ
た
。
懸
案
の
会
場
は
、
西
田
谷
の
尽
力
が
あ
っ
た
。
第
一
部
に
八
木
光
昭
を
招
き
、
講
演
「
富
山
の
近
代
文
学
」
が
行
わ
れ
た
。
八
木
は
、
富
山
文
学
研
究
の
第
一
人
者
で
あ
っ
た
が
、
聖
徳
大
学
教
授
と
し
て
東
京
に
い
た
。
と
こ
ろ
が
、
定
年
さ
れ
て
富
山
に
戻
っ
て
き
た
た
め
、
八
年
目
に
し
て
こ
の
講
演
が
よ
う
や
く
実
現
し
た
。
八
木
は
後
に
会
員
と
な
り
、
金
子
の
い
な
く
な
っ
た
今
、
心
強
い
後
ろ
盾
と
な
っ
て
く
れ
て
い
る
。
第
二
部
で
は
、
金
山
克
哉
「
詩
人
高
島
高
の
活
動
～
い
く
つ
か
の
雑
誌
を
中
心
に
～
」
と
、
近
藤
周
吾
「
源
氏
鷄
太
の
伝
記
的
研
究
」
の
二
本
の
研
究
発
表
が
行
わ
れ
た
。 

こ
の
年
は
他
に
も
、
四
月
に
今
村
郁
夫
に
よ
る
研
究
発
表
「
小
泉
八
雲
『
常
識
』
研
究
―
ヘ
ル
ン
文
庫
書
き
込
み
調
査
か
ら
―
」
を
藤
本
研
究
室
に
て
、六
月
に
高
熊
哲
也
に
よ
る
公
開
読
書
会「
泉
鏡
花
「
黒
百
合
」
を
読
む
」
を
文
苑
堂
書
店
豊
田
店
に
て
、
八
月
に
金
山
克
哉
に
よ
る
研
究
発
表
「
詩
人
高
島
高
の
〈
冬
〉
～
『
北
方
の
詩
』
か
ら
『
山
脈
地
帯
』
へ
～
」
が
行
わ
れ
た
。
文
学
散
歩
は
十
月
、
澤
田
隆
彰
に
よ
る
「「
高
志
の
国
文
学
館
」
周
辺
の
文
学
散
歩
」
が
県
民
カ
レ
ッ
ジ
と
合
同
で
開
催
さ
れ
た
。
鱒
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司
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川
は
福
島
県
の
私
立
高
校
の
教
員
。
文
学
散
歩
は
一
〇
月
、
村
上
瑞
季
に
よ
る
「
中
央
通
り
・
い
た
ち
川
山
内
マ
リ
コ
「『
メ
ガ
ネ
と
放
蕩
娘
』
ツ
ア
ー
」
が
行
わ
れ
た
。
村
上
は
六
月
に
も
発
表
し
た
富
山
大
学
の
学
部
生
で
あ
る
。 

こ
の
年
に
は
、
黒
﨑
真
美
『
童
子
と
笛
の
音
と
富
山
と
―
―
室
生
犀
星
論
―
―
』（
龍
書
房
、
二
〇
一
八
・
八
）、
竹
内
栄
美
子
・
丸
山
珪
一
編
『
中
野
重
治
・
堀
田
善
衞 
復
書
簡1953-1979
』（
影
書
房
、
二
〇
一
八
・
一
一
）
が
刊
行
さ
れ
た
。
ま
た
、
木
下
晶
が
編
集
長
を
務
め
る
芸
術
文
化
協
会
の
『
と
や
ま
文
学
』
第
三
十
六
号
（
二
〇
一
八
・
三
）
が
「
特
集
女
性
作
家
と
し
て
生
き
た
二
人
―
小
寺
菊
子
・
尾
竹
紅
吉
―
」
を
組
み
、
西
田
谷
洋
「
富
山
へ
の
相
反
す
る
思
い
―
小
寺
菊
子
「
念
仏
の
家
」」、
水
野
真
理
子
「
小
寺
菊
子
と
翁
久
允
―
文
学
を
通
じ
た
交
流
」、
小
谷
瑛
輔
「
レ
ズ
ビ
ア
ニ
ズ
ム
と
尾
竹
紅
吉
」
を
掲
載
し
た
。 
四
今
後
の
展
望 

金
子
幸
代
が
去
っ
た
後
し
ば
ら
く
は
、富
山
高
専
勢
―
―
高
熊
・
近
藤
・
黒
﨑
―
―
が
急
場
を
凌
い
で
き
た
感
も
あ
っ
た
が
、
小
谷
瑛
輔
の
活
躍
な
ど
に
よ
り
、
富
山
大
学
の
プ
レ
ゼ
ン
ス
が
再
び
高
ま
っ
て
き
た
と
言
え
よ
う
。
若
手
の
台
頭
が
目
立
ち
、
新
し
い
時
代
の
到
来
を
予
感
さ
せ
る
。
そ
の
一
方
で
、
そ
の
小
谷
が
富
山
を
去
る
こ
と
に
な
り
、
富
山
文
学
の
会
は
再
び
試
練
に
立
た
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
そ
う
だ
。
富
山
の
高
等
教
育
機
関
で
富
山
の
文
学
を
専
門
的
に
探
究
す
る
場
が
な
く
な
っ
て
し
ま
う
と
い
う
こ
と
は
、
若
い
世
代
を
育
て
る
と
い
う
観
点
か
ら
し
て
由
々
し
き
事
態
で
あ
る
と
言
え
る
。 

二
〇
一
九
年
の
第
一
〇
回
記
念
大
会
が
さ
し
あ
た
り
、
こ
の
会
の
、
そ
し
て
富
山
の
今
後
の
文
学
シ
ー
ン
、
研
究
シ
ー
ン
を
占
う
一
つ
の
試
金
石
と
な
る
だ
ろ
う
。 
 
付
記
こ
の
十
周
年
記
念
号
を
刊
行
す
る
に
際
し
て
は
、
創
業
者
で
あ
る
金
子
幸
代
氏
よ
り
過
分
な
る
御
寄
付
を
頂
戴
し
て
い
る
。
こ
れ
ま
で
の
幾
多
の
御
高
恩
と
と
も
に
、
心
よ
り
の
謝
意
を
表
す
る
と
と
も
に
、
氏
の
回
復
を
一
同
、
祈
念
し
て
や
ま
な
い
。 
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視
野
に
入
れ
つ
つ
」
な
ど
が
行
わ
れ
た
。 

こ
の
年
は
、
西
田
谷
洋
『
村
上
春
樹
の
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
』（
二
〇
一
七
・
一
二
）、
小
谷
瑛
輔
『
小
説
と
は
何
か
？
―
―
芥
川
龍
之
介
を
読
む
―
―
』（
ひ
つ
じ
書
房
、
二
〇
一
七
・
一
二
）
が
刊
行
さ
れ
た
。
ま
た
、
西
田
谷
洋
の
編
ん
だ
『
文
学
研
究
か
ら
現
代
日
本
の
批
評
を
考
え
る
―
―
批
評
・
小
説
・
ポ
ッ
プ
カ
ル
チ
ャ
ー
を
め
ぐ
っ
て
』（
ひ
つ
じ
書
房
、
二
〇
一
七
・
六
）
に
西
田
谷
洋
「『
機
動
戦
士
ガ
ン
ダ
ム
Ｕ
Ｃ
』
に
お
け
る
主
体
性
」、
近
藤
周
吾
「『
お
お
か
み
こ
ど
も
の
雨
と
雪
』論
―
―『
二
十
四
の
瞳
』『
八
日
目
の
蟬
』
と
の
テ
ク
ス
ト
連
関
」、
小
谷
瑛
輔
「
亀
井
秀
雄
『
感
性
の
変
革
』
と
柄
谷
行
人
『
日
本
近
代
文
学
の
起
源
』」
が
載
り
、
萩
野
恭
一
ら
富
山
県
郷
土
史
会
の
編
ん
だ『
郷
土
研
究
を
志
す
人
へ
』（
桂
書
房
、
二
〇
一
七
・
一
一
）
に
は
近
藤
周
吾
が
「
富
山
の
文
学
に
興
味
を
持
つ
若
い
友
人
へ
」
を
寄
稿
し
た
。 
⑩
二
〇
一
八
年
新
し
い
世
代
の
台
頭 

二
〇
一
八
年
は
、
二
月
に
孫
媛
媛
に
よ
る
研
究
発
表
「
芥
川
龍
之
介
の
金
沢
訪
問
と
室
生
犀
星
」
が
行
わ
れ
た
。
孫
は
当
時
、
富
山
大
学
の
大
学
院
生
で
、
現
在
は
金
沢
大
学
大
学
院
博
士
後
期
課
程
に
在
籍
す
る
留
学
生
。
近
藤
周
吾
の
説
を
批
正
し
、
新
し
い
世
代
の
台
頭
が
印
象
づ
け
ら
れ
た
。 

三
月
に
は
、
第
九
回
研
究
大
会
が
富
山
大
学
人
文
学
部
４
番
教
室
で
開
催
さ
れ
た
。
会
場
は
昨
年
度
に
引
き
続
き
、
小
谷
の
尽
力
に
よ
る
。
第
一
部
で
は
、
高
熊
哲
也
「「
高
熱
隧
道
」
と
「
黒
部
の
太
陽
」」
と
野
村
剛
「「
音
楽
少
年
」
か
ら
〝
詩
人
・
堀
田
善
衞
〟
へ
」
の
二
本
が
発
表
さ
れ
た
。
第
二
部
で
は
、
丸
山
珪
一
に
よ
る
講
演
「『
曇
り
の
日
』
の
こ
と
な
ど
―
堀
田
善
衞
生
誕
百
年
を
迎
え
て
」
が
行
わ
れ
た
。
副
題
に
も
あ
る
と
お
り
、
堀
田
善
衞
生
誕
百
年
を
記
念
し
て
、
こ
の
回
は
堀
田
善
衞
小
特
集
と
な
っ
た
。 

こ
の
年
は
そ
の
他
に
も
、
四
月
に
中
山
悦
子
に
よ
る
研
究
発
表
「
は
じ
め
に
―
文
学
と
観
光
の
相
互
関
連
没
後
20
年
佐
多
稲
子
「
水
」
を
読
む
」
が
高
志
の
国
文
学
館
で
行
わ
れ
た
。
六
月
に
は
富
山
大
学
日
本
文
学
分
野
近
代
ゼ
ミ
と
共
催
で
「
山
内
マ
リ
コ
『
メ
ガ
ネ
と
放
蕩
娘
』
を
読
む
」
が
行
わ
れ
た
。
小
谷
瑛
輔
の
指
導
に
よ
り
、
若
い
大
学
生
二
名
が
発
表
し
た
。
八
月
に
は
金
山
克
哉
「
高
島
高
の
戦
争
詩
」
と
、
谷
川
拓
矢
「
山
川
健
一
『
人
生
の
約
束
』」
の
二
本
の
研
究
発
表
が
行
わ
れ
た
。
こ
の
時
期
に
二
本
の
研
究
発
表
が
行
わ
れ
る
こ
と
は
例
が
な
い
が
、
谷
川
が
福
島
県
か
ら
わ
ざ
わ
ざ
来
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
よ
う
な
形
に
な
っ
た
。
谷
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川
は
福
島
県
の
私
立
高
校
の
教
員
。
文
学
散
歩
は
一
〇
月
、
村
上
瑞
季
に
よ
る
「
中
央
通
り
・
い
た
ち
川
山
内
マ
リ
コ
「『
メ
ガ
ネ
と
放
蕩
娘
』
ツ
ア
ー
」
が
行
わ
れ
た
。
村
上
は
六
月
に
も
発
表
し
た
富
山
大
学
の
学
部
生
で
あ
る
。 

こ
の
年
に
は
、
黒
﨑
真
美
『
童
子
と
笛
の
音
と
富
山
と
―
―
室
生
犀
星
論
―
―
』（
龍
書
房
、
二
〇
一
八
・
八
）、
竹
内
栄
美
子
・
丸
山
珪
一
編
『
中
野
重
治
・
堀
田
善
衞 
復
書
簡1953-1979
』（
影
書
房
、
二
〇
一
八
・
一
一
）
が
刊
行
さ
れ
た
。
ま
た
、
木
下
晶
が
編
集
長
を
務
め
る
芸
術
文
化
協
会
の
『
と
や
ま
文
学
』
第
三
十
六
号
（
二
〇
一
八
・
三
）
が
「
特
集
女
性
作
家
と
し
て
生
き
た
二
人
―
小
寺
菊
子
・
尾
竹
紅
吉
―
」
を
組
み
、
西
田
谷
洋
「
富
山
へ
の
相
反
す
る
思
い
―
小
寺
菊
子
「
念
仏
の
家
」」、
水
野
真
理
子
「
小
寺
菊
子
と
翁
久
允
―
文
学
を
通
じ
た
交
流
」、
小
谷
瑛
輔
「
レ
ズ
ビ
ア
ニ
ズ
ム
と
尾
竹
紅
吉
」
を
掲
載
し
た
。 
四
今
後
の
展
望 

金
子
幸
代
が
去
っ
た
後
し
ば
ら
く
は
、富
山
高
専
勢
―
―
高
熊
・
近
藤
・
黒
﨑
―
―
が
急
場
を
凌
い
で
き
た
感
も
あ
っ
た
が
、
小
谷
瑛
輔
の
活
躍
な
ど
に
よ
り
、
富
山
大
学
の
プ
レ
ゼ
ン
ス
が
再
び
高
ま
っ
て
き
た
と
言
え
よ
う
。
若
手
の
台
頭
が
目
立
ち
、
新
し
い
時
代
の
到
来
を
予
感
さ
せ
る
。
そ
の
一
方
で
、
そ
の
小
谷
が
富
山
を
去
る
こ
と
に
な
り
、
富
山
文
学
の
会
は
再
び
試
練
に
立
た
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
そ
う
だ
。
富
山
の
高
等
教
育
機
関
で
富
山
の
文
学
を
専
門
的
に
探
究
す
る
場
が
な
く
な
っ
て
し
ま
う
と
い
う
こ
と
は
、
若
い
世
代
を
育
て
る
と
い
う
観
点
か
ら
し
て
由
々
し
き
事
態
で
あ
る
と
言
え
る
。 

二
〇
一
九
年
の
第
一
〇
回
記
念
大
会
が
さ
し
あ
た
り
、
こ
の
会
の
、
そ
し
て
富
山
の
今
後
の
文
学
シ
ー
ン
、
研
究
シ
ー
ン
を
占
う
一
つ
の
試
金
石
と
な
る
だ
ろ
う
。 
 
付
記
こ
の
十
周
年
記
念
号
を
刊
行
す
る
に
際
し
て
は
、
創
業
者
で
あ
る
金
子
幸
代
氏
よ
り
過
分
な
る
御
寄
付
を
頂
戴
し
て
い
る
。
こ
れ
ま
で
の
幾
多
の
御
高
恩
と
と
も
に
、
心
よ
り
の
謝
意
を
表
す
る
と
と
も
に
、
氏
の
回
復
を
一
同
、
祈
念
し
て
や
ま
な
い
。 
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視
野
に
入
れ
つ
つ
」
な
ど
が
行
わ
れ
た
。 

こ
の
年
は
、
西
田
谷
洋
『
村
上
春
樹
の
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
』（
二
〇
一
七
・
一
二
）、
小
谷
瑛
輔
『
小
説
と
は
何
か
？
―
―
芥
川
龍
之
介
を
読
む
―
―
』（
ひ
つ
じ
書
房
、
二
〇
一
七
・
一
二
）
が
刊
行
さ
れ
た
。
ま
た
、
西
田
谷
洋
の
編
ん
だ
『
文
学
研
究
か
ら
現
代
日
本
の
批
評
を
考
え
る
―
―
批
評
・
小
説
・
ポ
ッ
プ
カ
ル
チ
ャ
ー
を
め
ぐ
っ
て
』（
ひ
つ
じ
書
房
、
二
〇
一
七
・
六
）
に
西
田
谷
洋
「『
機
動
戦
士
ガ
ン
ダ
ム
Ｕ
Ｃ
』
に
お
け
る
主
体
性
」、
近
藤
周
吾
「『
お
お
か
み
こ
ど
も
の
雨
と
雪
』論
―
―『
二
十
四
の
瞳
』『
八
日
目
の
蟬
』
と
の
テ
ク
ス
ト
連
関
」、
小
谷
瑛
輔
「
亀
井
秀
雄
『
感
性
の
変
革
』
と
柄
谷
行
人
『
日
本
近
代
文
学
の
起
源
』」
が
載
り
、
萩
野
恭
一
ら
富
山
県
郷
土
史
会
の
編
ん
だ『
郷
土
研
究
を
志
す
人
へ
』（
桂
書
房
、
二
〇
一
七
・
一
一
）
に
は
近
藤
周
吾
が
「
富
山
の
文
学
に
興
味
を
持
つ
若
い
友
人
へ
」
を
寄
稿
し
た
。 
⑩
二
〇
一
八
年
新
し
い
世
代
の
台
頭 

二
〇
一
八
年
は
、
二
月
に
孫
媛
媛
に
よ
る
研
究
発
表
「
芥
川
龍
之
介
の
金
沢
訪
問
と
室
生
犀
星
」
が
行
わ
れ
た
。
孫
は
当
時
、
富
山
大
学
の
大
学
院
生
で
、
現
在
は
金
沢
大
学
大
学
院
博
士
後
期
課
程
に
在
籍
す
る
留
学
生
。
近
藤
周
吾
の
説
を
批
正
し
、
新
し
い
世
代
の
台
頭
が
印
象
づ
け
ら
れ
た
。 

三
月
に
は
、
第
九
回
研
究
大
会
が
富
山
大
学
人
文
学
部
４
番
教
室
で
開
催
さ
れ
た
。
会
場
は
昨
年
度
に
引
き
続
き
、
小
谷
の
尽
力
に
よ
る
。
第
一
部
で
は
、
高
熊
哲
也
「「
高
熱
隧
道
」
と
「
黒
部
の
太
陽
」」
と
野
村
剛
「「
音
楽
少
年
」
か
ら
〝
詩
人
・
堀
田
善
衞
〟
へ
」
の
二
本
が
発
表
さ
れ
た
。
第
二
部
で
は
、
丸
山
珪
一
に
よ
る
講
演
「『
曇
り
の
日
』
の
こ
と
な
ど
―
堀
田
善
衞
生
誕
百
年
を
迎
え
て
」
が
行
わ
れ
た
。
副
題
に
も
あ
る
と
お
り
、
堀
田
善
衞
生
誕
百
年
を
記
念
し
て
、
こ
の
回
は
堀
田
善
衞
小
特
集
と
な
っ
た
。 

こ
の
年
は
そ
の
他
に
も
、
四
月
に
中
山
悦
子
に
よ
る
研
究
発
表
「
は
じ
め
に
―
文
学
と
観
光
の
相
互
関
連
没
後
20
年
佐
多
稲
子
「
水
」
を
読
む
」
が
高
志
の
国
文
学
館
で
行
わ
れ
た
。
六
月
に
は
富
山
大
学
日
本
文
学
分
野
近
代
ゼ
ミ
と
共
催
で
「
山
内
マ
リ
コ
『
メ
ガ
ネ
と
放
蕩
娘
』
を
読
む
」
が
行
わ
れ
た
。
小
谷
瑛
輔
の
指
導
に
よ
り
、
若
い
大
学
生
二
名
が
発
表
し
た
。
八
月
に
は
金
山
克
哉
「
高
島
高
の
戦
争
詩
」
と
、
谷
川
拓
矢
「
山
川
健
一
『
人
生
の
約
束
』」
の
二
本
の
研
究
発
表
が
行
わ
れ
た
。
こ
の
時
期
に
二
本
の
研
究
発
表
が
行
わ
れ
る
こ
と
は
例
が
な
い
が
、
谷
川
が
福
島
県
か
ら
わ
ざ
わ
ざ
来
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
よ
う
な
形
に
な
っ
た
。
谷
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